
施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書施工要領書

屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦屋根材 粘土瓦 防災平板瓦

第４回改定版第４回改定版第４回改定版第４回改定版第４回改定版第４回改定版第４回改定版





注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項

・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。・本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。

・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保・本資料は当社の標準施工要領を示すもので、製品品質や施工品質を確保

　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。　するための方法として、代表的な例を記載しています。

　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。　（施工や納まりの方法、使用部材を限定するものではありません。

　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）　地域･ハウスメーカー毎に施工方法や使用部材が異なる場合があります｡）

・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ・本資料記載以外の施工や納まりの方法については、当社製品の機能およ

　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、　び性能が確保できるように、元請様や工事店様のご判断、責任のもと、

　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。　方法を決定し、施工を行って頂きますようお願い致します。

・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ・本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ

　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。　りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。

・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工・住宅金融支援機構の融資を受ける住宅の場合は、機構の定める「住宅工

　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。　事仕様書」に従い、工事を行ってください。

・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工・住宅瑕疵担保保険の保険対象住宅は、住宅瑕疵担保責任保険　設計施工

　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。　基準に従い、工事を行ってください。

・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。・本資料の著作権および所有権は、株式会社鶴弥が所有しております。

　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは　本資料の全部又は一部を当社の許諾なく複製、改修したりすることは

　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。　著作権法上禁止されております。

改定内容改定内容改定内容改定内容改定内容改定内容改定内容

【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07【第4回改定】 2016.07

・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加・製品仕様「粘土瓦の特性及び製品に関するお願い」に虹彩現象を追加

・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）・副資材の変更（ＦＭ隅木→隅木）

・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、・副資材の品名変更（ＳトライＦＭ雪止金具→スマート雪止金具、

　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）　スーパーＦＭ雪止金具後付→スマート雪止金具後付）

・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加・隅木の詳細な施工方法の追加

・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加・スマート袖の納まりにサイディングボードを差し込む場合を追加

・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加・かぶせ袖の納まり「すがり部の納まり」に詳細な施工法を追加

・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など・内容追加によるレイアウト変更、その他、誤記訂正など



 

 

スーパートライ 110 スマート 施工要領書 

 

目 次 

 

 １ ．安全上のご注意  ------------------------------------------------- １ 

２ ．安全作業のために  ------------------------------------------------ １，２ 

１）作業開始前の点検・確認 

２）作業における点検・確認 

３）施工後の点検・清掃 

４）その他 

 ３ ．安全作業  ------------------------------------------------------- ２ 

安全管理（高所作業の安全）  

現場での瓦の取扱方法  

瓦揚げ  

梱包の解き方  

 ４ ．施工後の保守・管理  --------------------------------------------- ３ 

 ５ ．製品仕様  ------------------------------------------------------- ４～６ 

６ ．製品リスト 

６－１．瓦  ------------------------------------------------------- ７，８ 

６－２．雨押え・水切部材、下地材  --------------------------------- ９ 

６－３．副資材  --------------------------------------------------- １０，１１ 

７ ．共通納まり 

  ７－１.下葺工事  -------------------------------------------------- １２ 

  ７－２．軒先の納まり、縦桟と桟木の取り付け  ------------------------ １３ 

 ７－３．桟葺き  --------------------------------------------------- １４，１５ 

 ８．切妻屋根の納まり 

８－１．スマート袖の納まり  --------------------------------------- １６～２２ 

８－２．かぶせ袖の納まり  ----------------------------------------- ２３～２８ 

９ ．寄棟屋根の納まり 

  ９－１．廻隅仕様  ------------------------------------------------- ２９～４４ 

９－２．差し棟仕様  ----------------------------------------------- ４５～４９ 

９－３．三角冠仕様  ----------------------------------------------- ５０～５４ 

１０．その他の納まり 

１０－１．壁際の納まり  ------------------------------------------- ５５～５８ 

１０－２．片流の納まり  ------------------------------------------- ５９，６０ 

１０－３．雪止瓦及び雪止金具の施工  ------------------------------- ６１ 

１０－４．棟換気の納まり 

パッシブ型小屋裏換気－１ Ｐ－換  ----------------------------- ６２，６３ 

パッシブ型小屋裏換気－２ 棟換気エアフローＰｌｕｓ+  ----------- ６４，６５ 

パッシブ型小屋裏換気－３ 野地面換気エアフローＰｌｕｓ+  ------- ６６，６７ 

１１．その他 

１１－１．桟瓦釘打ち基準  ----------------------------------------- ６８～７０ 

１１－２．破損時の瓦差し替え方法  --------------------------------- ７１ 

 

 



１．安

・瓦屋根

 

 表示

て

△！ 警

 

△！ 警

△！ 注

 

２．安

１）作業
 事前

 作業

 保護

 安全

 健康

 現場

 強風

きは

 雨や

い。

 ディ

を着

 

２）作業
 屋根

 屋根

 整理

 機械

 瓦切

ディ

 瓦切

 

安全上のご

根工事の前に

示内容を無視

、説明してい

告 

この表

などを

内容です

警告 

 屋根工

てくだ

 屋根工

し、必

 屋根面

れてい

 雨や霜

い。滑

 屋根面

それが

注意 

 瓦は施

ります

 瓦の取

す。 

 結束

ドの接

 ディス

安全作業の

業開始前の点
前の打合せ、現

業服は、動きや

護帽はきちんと

全帯(命綱)と滑

康状態に注意し

場では単独作業

風、雨天、積雪

は作業を中止

や霜、積雪等で

。 

ィスクグライン

着用してくださ

業における点
根勾配・流れ長

根下地の施工が

理・整頓に心掛

械工具類の安全

切断時の瓦粉に

ィスクグライン

切断時の瓦粉が

ご注意 

に、この「安

視して誤った

います。 

示の欄は「死

負う可能性が

す。 

工事に際して

ださい。安全対

工事は高所作業

必ず転落防止の

面の歩行は、屋

いるところや瓦

霜などで屋根面

滑り落ちるおそ

面から器物が落

があります。 

施工要領書通

す。 

取り扱いは必ず

された瓦の取

接着不良、劣化

スクグラインダ

のために 

点検・確認 
現場の下見を行

やすく、体格に

とかぶり、あご

滑りにくい作業

して作業してく

業ではなく、２

雪時など天候の

してください。

で屋根面が濡れ

ンダーでの瓦の

さい。 

点検・確認 
長さ・地域等に

が安全に行われ

掛けてください

全運転の確認を

による滑落防止

ンダーを使用

が近隣周辺に飛

安全上のご注

た工事をした

死亡または重傷

が想定される」

は、屋根から

対策を怠ると、

業です。正し

のための防護ネ

屋根材に過度

瓦粉上を踏む

面が濡れてい

それがあります

落下しないよ

りに必ず緊結

ず手袋を着用

り扱い時には

化等により、結

ダーでの瓦の切

行ってください

にあった服装を

ごひもは確実に

業靴を必ず着用

ください。 

２人以上の共同

の悪いとき、悪

。 

れている場合は

の切断時には防

 
に適した設計基

れているかを確

い。 

をしてください

止と屋根面の汚

してください。

飛散しないよう

１ 

注意」をよく

たときに生じ

傷

△！

の転落の危険

、転落するお

い服装と保護

ネットや足場

な負荷が加わ

と、滑り落ち

る場合は大変

す。 

うにしてくだ

してください

してください

、結束バンド

結束バンドが切

切断時には防塵

い。 

を着用してくだ

にしめてくださ

用してください

同で作業して

悪い天候が予想

は作業を中止し

防塵メガネ・防

基準になってい

確認してくださ

い。 

汚れ防止のた

。 

う注意し、特に

お読みの上

じる危害や損

注意 

この

は物

され

があります。

それがありま

具（保護帽、

を設置してく

らないように

るおそれがあ

滑りやすくな

さい。器物が

。緊結不良に

。瓦のバリな

を持たないで

切れることが

塵メガネ・防塵

ださい。 

さい。 

い。 

ください。 

想されると

してくださ

防塵マスク

いるかを確認

さい。 

め、瓦の切断

に強風時の切断

、正しく工事

損害の程度を

の表示の欄は「

物的損害のみが

れる」内容です

施工要領書通

す。 

安全帯、滑り

ださい。 

注意し、慎重

ります。 

るので、屋根

落下すると、

より、瓦のず

どによりケガ

瓦自体をお持

あります。 

塵マスクを着用

してください。

は地上で行う

断は避けてくだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動きやすい作業

保護帽（あごひも

安全帯（命綱）

滑りにくい作業

を着用すること

事してくださ

を、次の表示で

「傷害を負う可

が発生する可能

す 

通りに正しい作

にくい作業靴

重に歩いてくだ

根面にのらない

ケガ及び器物

ずれ、落下のお

ガをするおそれ

持ちください。

用してくださ

。 

か、集塵機能

ださい。 

業服 

もをしめる） 

 

業靴 

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瓦

防

ス

と

さい。 

で区分し

可能性また

能性が想定

作業を行っ

靴）を着用

ださい。割

いでくださ

物破損のお

おそれがあ

れがありま

結束バン

い。 

能の付いた

瓦の切断時は 

防塵メガネ、防塵

スクを着用する

 

マ

こ



３）施工
 瓦の

 残材

 

４）その
 この

った

 

３．安

 

安全管
 屋根

瓦巻

さの

 墜落

 足場

い場

安全

 

 

 

 現場で

 現場

確認

 瓦の

 瓦の

ださ

 結束

たな

接着

とが

 

瓦揚げ

 瓦揚

ださ

 クレ

根の

を行

 瓦巻

み方

 瓦巻

様書

 作業

して

 地上

対す

根上

明確

 瓦巻

い。

 

梱包の

 瓦は

 屋根

結束

工後の点検
の破損、不揃い

材、切断時に発

の他 
の施工要領書は

た専門業者を対

安全作業 

管理（高所作
根工事は高所作

巻き揚げ機、脚

の、手すりを設

落防止のため、

場、手すり、作

場合は安全帯

全帯を必ず使用

での瓦の取扱

場へ瓦を置く

認してください

のパレット積み

のバラ置きの場

さい。 

束された瓦の取

ないで瓦自体

着不良、劣化等

があります。 

げ     

揚げは、瓦巻き

さい。手渡し等

レーン使用の場

の上で水平と

行ってください

巻き揚げ機の台

方をしてくださ

巻き揚げ機を使

書に従ってくだ

業現場の状況に

てください。 

上で作業する者

する身の処置

上で作業する者

確に指示し、上

巻き揚げ機の台

。 

の解き方 

は屋根上では一

根上で結束バン

束バンド・包装

・清掃 
い、カケなどの

発生する瓦粉な

は、瓦屋根工事

対象としていま

作業の安全）
作業です。墜落

脚立等の設備

設けた作業床を

、防護ネットを

作業床、防護

を取り付ける

用してください

方法    

ときは置き場

い。 

み製品の重ね置

場合は荷崩れ

取り扱い時に

をお持ちくだ

等により、結

      

き揚げ機、ク

等は絶対にしな

場合は、必ず

なるような台

い。 

台車には瓦が

さい。 

使用の際には

ださい。 

に適した瓦巻

者は常に頭上

を考えておい

者は、台車を

上下の連絡を密

台車には絶対

一束より多く積

ンドを解くとき

装紙が飛散しな

の不具合がある

などを清掃して

事技士、瓦葺一

ます。 

 

落防止のために

を使用し、適

を設けてくださ

を設けてくださ

ネットが設置

設備の確認を

い。 

所が水平かど

置きは禁止しま

しないように

は、結束バン

さい。結束バ

束バンドが切

レーン等で行

ないでください

有資格者が行

を設置してか

落下しないよ

、瓦巻き揚げ

き揚げ機のか

に注意し、落

てください。

止める位置と

密にしてくださ

に乗らないで

積み上げないで

きは、瓦が滑り

ないようにして

２ 

る場合は差し替

てください。

一級技能士、

に足場、

適当な広

さい。 

さい。 

置されな

を行い、

どうかを

ます。 

にしてく

ンドを持

バンドの

切れるこ

行ってく

い。 

行い、屋

から作業

ような積

げ機の仕

かけ方を

落下物に

また屋

合図を

さい。 

でくださ

でください。

り落ちないよう

てください。

重

×

替え、補修を行

二級技能士、

う注意して、カ

重ね置き禁止

×

行ってください

またはこれら

ッターで切断

瓦

○

い。 

らと同等の施工

してください

瓦自体を持つ 

○

工能力を持

。この時、



４．施

・葺き上

者の方

 

 屋根

瓦の

注意

 

 

 

 足場

※屋

だ

 

 

 

 作業

れや

指摘

 

 

 

 壁面

ては

※瓦

く

 

 

 アン

ずれ

（設

ださ

 

 

 ハシ

さい

※重

さ

 

 

 工事

の不

し替

 

 

 

 

施工後の保

上げた瓦屋根

方に次の点を

根面を歩くとき

の合わせ目や重

意してください

場を組む場合は

屋根面を足場に

ださい。 

業中、足場から

や破損を生じ、

摘してください

面、その他モル

は、屋根面のシ

瓦に付着したモ

ください。 

ンテナ、温水器

れが生じやす

設置に関して

さい。） 

シゴをかける場

い。作業は２人

重量物を設置す

さい。 

事終了後は残材

不具合がないか

替え、補修を行

保守・管理

根を完全な状

を十分にご注

きは桟瓦中央に

重なり部、棟

い。 

は、屋根面に必

にして作業する

ら屋根面へ跳び

、雨漏りなど

い。 

ルタル塗り、リ

シート養生を徹

モルタル塗装の

器、太陽光発電パ

くなりますので

は設置物の施

場合には、当木

人で行ってくだ

する場合、荷重

材などの清掃を

か点検を行っ

行ってください

理 

状態でお施主

注意いただく

に足を置き、静

や谷、その周

必ず養生板を敷

る場合は、必ず

び降りたり、物

クレームの原

リシン吹きつけ

徹底するよう指

の汚れは、補修

パネル、天窓等

でご注意くださ

工要領に従っ

木を使い、滑ら

ださい。 

重が一点にかか

を行い、瓦の破

てください。

い。 

３ 

主様に満足し

よう指示徹

静かに歩いて

周辺部は踏まな

敷くようにして

ず養生板を敷き

物を落としたり

原因となります

けなどの吹付作

指示してくだ

修できませんの

等の設置時は瓦

さい。 

って取り付けを

らないよう固定

からないように

破損、不揃い、

不具合がある

ていただく

徹底をしてく

ください。

ないように

てください。 

きこんでく

りすると割

すので注意

作業に際し

さい。 

のでご注意

瓦の破損、

を行ってく

定してくだ

にしてくだ

カケなど

る場合は差

ために、屋根

ださい。 

根施工後、施施工事業



　５．製品仕様　５－１．製品仕様・色種・不燃材料認定

スマート桟瓦

不燃材料認定について

４

　当社製品は全て粘土瓦であり建築基準法第２条第９項に基づき、

　国土交通省告示第1400号 平成12年5月30日（最終改正国土交通省告示第1178号 平成16年9月29日）

　にて不燃材料として定められています。

オーバーラップアンダーロック

アンダーラップ

ハイパーアーム

桟葺き基準線

全  幅　347±4mm

働き幅　306±4mm

全
 
 
長

　
3
5
6
±

4
m
m

2
8
0
m
m
（

2
7
0
～

2
8
5
m
m
）

働
き

長
さ

 
2
7
5
･
2
8
0
･
2
8
5
m
m

建築確認申請の不燃材料国土交通大臣認定番号は、"国土交通省告示第1400号にて認定"とご記載ください。

1100度以上の高温で焼き固められているので通常の火災時の加熱に対して、燃焼、変形、溶融、き裂、有害なガスの発生はありません。

全　　長 356±4㎜

全　　幅 347±4㎜

306±4㎜

梱包枚数

葺き枚数

重　　量

働 き 幅

40枚／坪

3.6㎏／枚　（43.2㎏／㎡）

324枚／パレット（4枚／束）

 ※3

＜上記以外の場合＞※2

4.5寸 280㎜

5.0寸 285㎜

280mm（270～285mm）

※
2

 ※
1

 ※3

働き長さ

4.0寸 275㎜

＜廻隅瓦・谷瓦使用の場合＞※1

製品仕様

色種

色　種 特　徴

クールブラウン

クールグレー

銀鱗（ギンリン）

マットグリーン

美銀（ビギン）※4

クールブラック

日本の伝統色｢いぶし銀｣を釉薬で再現した色です。

特殊釉薬により、太陽光に含まれる赤外線を選択的に反射
させることによって、小屋裏温度の上昇を防ぐ遮熱性能を
持った色です。（クールベーシック）

※4 美銀色の注意
　　美銀色は、瓦表面に細かなキズや形状によっては釉キズが発生する場合があります。
　　また、指紋・油などの汚れが付くと取れにくいので素手でのお取扱いはご注意ください。

標準屋根勾配及びその流れ長さ

3.5/10 4.0/10 4.5/10 5.0/10 6.0/10標準屋根勾配

8ｍ 10ｍ 12ｍ 15ｍ 21ｍその流れ長さ

【注】これはスーパートライ110スマートを安心してお使い頂く

　　　ための標準値です。

【注】廻隅瓦・谷瓦は4.0/10～5.0/10の対応となります。

※1 廻隅瓦・谷瓦使用の場合、屋根勾配によって働き長さが固

　　定されます。4.0､4.5､5.0寸勾配以外の働き長さはお問い

　　合わせください。

※2 働き長さは270～285㎜の調整が可能です。範囲内で流れの

　　瓦割付ができます。

※3 働き幅の標準値は306㎜です。瓦割付をする場合、現物で

　　寸法確認し割付を行ってください。



　５．製品仕様

粘土瓦の特性及び製品に関するお願い

５

　粘土瓦は天然原料を使った自然素材であるため、下記要因が発生する場合がありますが、

　製品欠陥ではなく粘土瓦製品としての一般的性質であり、屋根材としての品質上の問題はありません

　ので安心してご使用ください。

　５－２．粘土瓦の特性及び製品に関するお願い・役瓦仕様一覧

・色ムラ

　粘土成分の違いや、気圧など気象条件による、焼成窯内雰囲気の変化により、微妙な色ムラが発生している場合があります。

・ネジレ・寸法

　焼き物特有の若干のネジレ、寸法のバラツキにより施工時に瓦と瓦の間に若干の隙間や段差が発生する事もあります。

・貫入（かんにゅう・表面亀裂）

　瓦には貫入（かんにゅう）と呼ばれる、釉薬表面に細かい亀裂が発生している場合があります。窯から出してすぐに発生する

　貫入状態を直接貫入といいます。釉薬と素地（粘土）の収縮が同じ程度に調合した色の瓦は直接貫入の発生は少なく、施工後

　徐々に貫入が発生します。これを経年貫入といいます。

・ピンホール

　瓦には釉薬表面にピンホールと呼ばれる小さいへこみや粘土素地の露出が発生している場合があります。釉薬の気泡や粘土に

　含まれる有機物（イワ木、小石等）などで燃焼時に発生するものです。（特に粘土に含まれる小石は、瓦の強度を保つために

　必要不可欠な素材でありますが、焼成時には陥没しピンホールになる原因となります。）

・表面の汚れ

　住宅の立地条件により瓦表面に緑藻類などの汚れが付着することがあります。

・色合いの変化

　粘土表面にガラス質のゆう薬をかけて約1130℃で焼き締めているため、色が抜けるということはありません。ただし、周りの

　環境による変色や埃等による汚れでの色の変化はありますが、屋根材としての品質、性能及び品質上の問題は一切ありません。

　瓦表面に雨水などが汚れとして付着し、これが平滑な薄膜状となった時、光の干渉で虹色に見える現象です。このような現象

　は瓦全般に発生しますが濃色の釉薬で特に目立ちやすいという特徴があります。

　スーパートライ110スマートは、下表の通りの施工が出来ます。

　次ページの仕様別の使用部材一覧も確認してください。

大棟隅棟

部位

片流

役瓦仕様一覧

　役瓦仕様で、使用する瓦や瓦割、施工方法が異なりますのでご注意ください。

隅棟仕様

袖

スマート袖 かぶせ袖
（P.２３へ）（P.１６へ）

谷

谷瓦

※3

※3
△

※3

※2

※2

○△

○

○○

○△

△ ○

△○

△：標準設定ではないが、施工可能

○：標準設定

（

タ
マ
ブ
チ
付）

ト
ラ
イ
片
流
冠

Ｆ２冠瓦

廻隅瓦

差し棟

Ｆ２冠瓦三角冠仕様

差し棟仕様

廻隅仕様

※1

　　必要になります。

　　差し棟仕様、三角冠仕様でも対応勾配であれば使用可能です。ただし、特桟瓦、調整瓦が

※3 谷瓦の対応勾配は4寸・4.5寸・5寸です。対応勾配以外は桟瓦切断となります。

※2 差し棟仕様、三角冠仕様でも使用可能です。ただし、半瓦、調整瓦が必要になります。

※1 廻隅瓦の対応勾配は4寸・4.5寸・5寸です。

・虹彩現象（こうさい）

（P.２９へ）

（P.４５へ）

（P.５０へ）

（P.３８へ）
桟瓦切断

（P.３９へ）（P.５９へ）

　施工仕様を十分確認の上、施工してください。

※3



　５．製品仕様

６

仕様別の使用部材一覧

　５－３．仕様別の使用部材一覧

トライＲＳ袖瓦

トライ兼用袖

大棟

トライ差し棟

Ｆ２冠瓦

スマート廻隅中

廻
隅
仕
様

差
し
棟
仕
様

隅棟

スマート廻隅左

スマート廻隅右

なし

棟垂木

棟垂木

棟金具０(ベルト)

棟金具６０

フリーエアー
ロール

しっくい
シリコン入南蛮

×１本
パ付ねじ75mm

棟垂木
フリーエアー

ロール

しっくい
シリコン入南蛮

×１本
パ付ねじ75mm

Ｆ２冠瓦

Ｆ２冠瓦

Ｆ２冠瓦

×１本
パ付ねじ75mm

×１本
パ付ねじ100mm

×２本
ハイリング釘

×１本

パ付ねじ100mm
×１本(前部)

×１本(後部)
EPDMシーラー

15×15

150×500
防水テープ 防水テープ

EPDMシーラー

※1

棟金具４０

棟垂木

棟垂木

棟金具４０

棟金具２０

※1

※2 ※2 ※1 ※2

防水テープ

EPDMシーラー

なし

Ｆ２冠瓦

Ｆ２冠瓦

×１本
パ付ねじ75mm

×１本
パ付ねじ100mm

ハイリング釘

パ付ねじ100mm

防水テープ

EPDMシーラー

棟垂木

棟垂木

※1

※2 ※2 ※1 ※2

防水テープ

EPDMシーラー

195×18ｍ

25×20×１本

×１本

パ付ねじ75mm

パ付ねじ75mm

スマート袖

トライ袖瓦
×１本(上面)

ケラバ捨水切

登り淀
H55×W35～55 EPDMシーラー

15×15パ付ねじ75･50mm
×２本(側面)

※3 ※4

棟金具２０

棟金具
３０･４０･５０

桟木15×30

240×18ｍ

240×18ｍ
パ付ねじ75mm

三
角
冠
仕
様

パ付ねじ＝パッキン付ステンレスねじ　ハイリング釘＝ハイブリッドリング釘Ｆ形用　の略になります。

※1　シリコン入南蛮しっくい（湿式）での施工も可能です。

※2　棟換気Ｐ－換を使用する場合は、差し棟仕様の大棟と同じ施工仕様となります。

※3　袖瓦の種類によって異なります。

※4　棟際の桟瓦の高さによって異なります。

[寄棟屋根]

[切妻屋根]

[片流屋根]

袖部

大棟

195×18ｍ

25×20

25×20

25×20

瓦 瓦固定 下地材 面戸材 瓦 瓦固定 下地材 面戸材

瓦 瓦固定 下地材 面戸材 瓦 瓦固定 下地材 面戸材

面戸材

隅
棟
仕
様

袖
仕
様

ス
マー

ト
袖

か
ぶ
せ
袖

トライ片流冠（タマブチ付） パ付ねじ75mm×１本
※4

※4

瓦 瓦固定 下地材

棟垂木

片流用ＢＫ棟金具２０･３０

60～80mm破風立ち上げ

桟木15×30 シリコン入南蛮しっくい

フリーエアーロール

EPDMシーラー25×20

防水テープ240×18ｍ

隅木

　隅棟や袖の仕様によって、使用する瓦や固定金物、下地材等が異なりますのでご注意ください。



306
306

146
146

306 306 153

102 204
306

　６．製品リスト

７

　６－１．瓦

50 50

スマート桟瓦 スマート雪止瓦 スマート半瓦 Ｆ２曲りＦ２冠瓦

スマート102特桟瓦 スマート204特桟瓦 スマート調整瓦

スマート廻隅右 スマート廻隅左 スマート廻隅中４寸

対応勾配　4寸･4.5寸･5寸 対応勾配　4寸･4.5寸･5寸 対応勾配　4寸･4.5寸･5寸

廻隅仕様

共通（全ての隅棟仕様、袖仕様で使用できます）

スマート谷瓦右 スマート谷瓦左

対応勾配　4寸･4.5寸･5寸 対応勾配　4寸･4.5寸･5寸

スマート廻隅寄棟止 スマート廻隅四ツ又

※受注生産品

トライ差し棟 トライ寸長差し棟 トライ差し棟四ツ又 トライ寄棟止

Ｆ２カッポン Ｆ２三ツ又 Ｆ２四ツ又 Ｆ２菱巴右 Ｆ２菱巴左

トライ差し棟

　　　カッポン

※受注生産品

三角冠仕様

差し棟仕様

（右袖に付くのが左菱巴）（左袖に付くのが右菱巴）

234

302

300

234

37
8

196

37
8

196

48
0

196

（153～305切断可能）



　６．製品リスト

８

　６－１．瓦

306

176

全
長
29
8

全
長
37
0

全
長
32
5

116（内寸）

102（内寸）

全
長
30
5

全
長
37
3

150

全
長
30
577（内寸）

123（内寸）

全
長
32
0

全
長
37
0

103（内寸）

全
長
33
5

103（内寸）

125

レイン
キャッチャー

レイン
キャッチャー

レイン
キャッチャー

150

（兼用袖用）

スマート袖右 Ｆ２巴（切欠き無）スマート袖左

トライＲＳ袖瓦（紐付タイプ）

トライ袖瓦（紐付タイプ）

トライＲＳ袖瓦右 トライＲＳ角右 トライＲＳ寸長袖瓦右 Ｆ２巴(150)

トライ兼用袖

兼用袖（左右兼用タイプ）

トライ兼用角 トライ寸長兼用袖 Ｆ２巴(125)

トライ寸長袖瓦右 Ｆ２巴(150)トライ袖瓦右 トライ角右

トライＲＳ袖瓦左 トライＲＳ角左 トライＲＳ寸長袖瓦左

トライ角左トライ袖瓦左 トライ寸長袖瓦左

トライ片流巴右 トライ片流巴左

　　（タマブチ付）

トライ片流冠

　　（タマブチ付）

片流冠

※図は右 （トライ袖瓦・トライＲＳ袖瓦用）※図は右 ※図は右

※図は右 （トライ袖瓦・トライＲＳ袖瓦用）※図は右 ※図は右

153(内寸)

189

153(内寸)

189

スマート袖仕様

かぶせ袖仕様



40 15

60

ケラバ捨水切

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

　６．製品リスト

雨押え・水切部材

９

　６－２．雨押え・水切部材、下地材

下地材

図は垂木 42×42

桟木 15×30以上

　　　　 　　　　　　　(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ)樹脂棟垂木 43×43

笠木 15×90

針葉樹類

15 40

針葉樹類 防腐処理

軒先メタルＺ 平行壁･流れ壁メタル 流れ壁捨水切

107ﾟ

60 150

3018

10045

59

6

20

15
10

120

150

73

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35 長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

捨水切板金 廻隅用

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

45
ﾟ

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

谷樋

ＧＬt=0.35

150

150 150

350

壁止まりメタル右

ｽﾃﾝﾚｽt=0.35 ＧＬt=0.4

20 20
15 15

10

図は右

軒先メタル　73×60

30

15

水抜き溝
水抜き溝

棟垂木 42×42(針葉樹類)

針葉樹類

瓦座 45×120

42

90

15

ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30 ＰＳ樹脂瓦桟H40×W30

120

45

42
30

長さ 1829㎜

色：黒 色：黒
長さ 3ｍ長さ 3ｍ　ポリスチレン 長さ 3ｍ　ポリスチレン

ポリスチレン

長さ 350㎜　ＧＬt=0.35

壁止まりメタル左
130

145

145

130

45

　瓦座の後に取り付け
　三角の瓦座の場合のみ使用

　瓦座の前に取り付け
　瓦座の形状に関係なく取付

　棟頂部に使用

　野地面通気工法で使用
　用途：桟木 　用途：桟木 　用途：軒瓦座、棟垂木

　用途：軒瓦座、棟垂木

　用途：廻隅下地　用途：軒瓦座　用途：壁際笠木

30

隅木

60



　６．製品リスト

副資材

　６－３．副資材

１０

SUS304

ステンレススクリュー釘

ZAM+エポキシ塗装

ステンレスねじ

SUS410以上

リブ付ＢＫ棟金具

SUS304

EPDMシーラー15×15

30
20

20

50

290

290

580

EPDM流れ壁用シーラーEPDMシーラー25×20ＧＬハイパーアーム金具

片流用ＢＫ棟金具

240

ＢＫ棟金具０（ベルト）

ステンレスリング釘

（桟木用） （板金用） （隅木固定用）

ZAM+エポキシ塗装 カラーＧＬ鋼板

#14×50㎜ #14×32㎜

色：黒・茶・銀・緑 色：黒・茶・銀・緑

SUS430 SUS304

20

２０･３０･４０

５０･６０

快適ロール

材質　 塗装ＧＬ鋼板0.4mm

ハイブリッドリング釘

SUS304SUS304SUSXM7

(ステンブロンズねじ
　125は現地調達材)
ねじ部φ4.2mm

840 910

※棟金具40を使用

耐風Ｌ釘　Ｌ－３８

 　　　ブチルテープ/8枚、パッキン付ステンレスねじ65mm/3本(SUS305)、

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+パッキン付ステンレスねじ

棟換気エアフローＰｌｕｓ+

 　　　コーススレッドねじ25mm/14本(SUS410ラスパート塗装)

付属品 本体/1本、カバー/2本、湿式プレート/2本

ピ ー カ ン

Ｐ－換 Ｆ形用

付属ビス(SUSXM7)
ビスL=20/4本 ビスL=51/4本
ビスL=75/2本

材質 ポリプロピレン
　　 EPDMシート+ブチル粘着材

１巻 20ｍ×1ｍ
材質 ポリエチレン

重さ 2.9㎏(1巻)

681

135

（遮熱性透湿ルーフィング） （棟換気部材） （棟換気部材）

（換気部材） （ステンブロンズねじ）
（パッキン付ステン瓦ビス）

#12×68㎜

#13×68㎜

 （瓦用） Ｆ形用

#12×38㎜

　野地面通気工法で使用

施工要領書

ビスL=20/12本
付属ビス(SUSXM7)

材質 ポリプロピレン
　　 EPDMシート+ブチル粘着材

230 22
7

 75㎜

100㎜

125㎜

 50㎜

長さ 2000㎜ 瓦２段分長さ 2000㎜カラーＧＬ鋼板

防水テープ195×18ｍ

195

防水テープ240×18ｍ

240

　主に大棟･棟金具20のとき使用 　主に大棟･棟金具30-50のとき使用

150

500

　差し棟仕様 隅棟部に使用

防水テープ150×500 シリコン入南蛮しっくい

φ3.8×38mm

２０･３０･４０

スマート雪止金具 スマート雪止金具後付



　６．製品リスト

副資材

　６－３．副資材

　　製品リスト記載の副資材等の部材は当社推奨品です。

　　瓦屋根標準設計・施工ガイドラインの仕様に準拠している部材は使用可能です。

雨押え・水切部材、木材、副資材について

１１

【取り扱いのご注意】
・ペンキはタレないように、必要箇
　所のみ塗布すること。
・局部処理用です。広い部分には使
　用しないこと。 (釉薬面とは違い
　補修用ペンキは経年変化により変
  色します。広い面積に使用すると
  違和感が生じます。）
・使用前に色が均一になるまで撹拌

　色違いの原因となる｡)

ペンキ100ｍ

細筆ペンキ25ｍ　※

　すること。(撹拌が不十分な場合､

ペンキ 細筆ペンキ
100ｍ 25ｍ　※

※対象色はご確認ください。

ホルマル被覆銅線

　　　又はステンレス線

線径 0.9mm以上

瓦用接着剤

シリコン又は変成シリコン

瓦用接着剤

長さ 1000mm　塩化ビニル
色：黒

内側に切取り目安線あり

24

7

45

10
6

 軒先の瓦座(角材)に打ち付けて使用（エコキズリ）

縦桟用テープ

１巻 50ｍ

平板用軒先プラ面戸改質アスファルトルーフィング

（ゴムアス系ルーフィング）



＊ルーフィングは改質アスファルトルーフィング(ゴムアス系ルーフィング)以上又は快適ロールを使用

　してください。

【ルーフィングの留め付け方法】

＊重ね合わせ部に300mm程度の間隔（快適ロールは150mm以内）でタッカーを用いてステープル釘で留め

＊ステープル釘の打ち込み不良は漏水の可能性があるので注意してください。（ステープル釘の浮きは

　金槌等で打ち増し、のめり込みは防水テープで補修する。）

【各部のルーフィング張り方】

＊桁行き方向に横張りし、しわやゆるみが生じないように、隣接するルーフィングを下記の寸法で重ね

＊ピンホールが出来るおそれのある所や、施工中にルーフィングに破損があった場合はブチル、アクリ

　ル系の防水テープ（快適ロールは特性上ゴムアス系のテープは使用不可）で補強してください。破損

　が大きい場合は張り替えてください。

又はコーキング

250㎜以上
かつ

雨押え上端より
50㎜以上

防水テープ

250㎜以上
かつ

50㎜以上
雨押え上端より

大棟芯から各々300mm以上の折り掛けとする

300
㎜以上

【平部】 【軒先】　※１

【壁際】 【谷】

流れ方向100mm以上、桁行方向300mm以上重ねる 瓦座の先端まで張る

隅棟芯から250mm以上の左右折り掛けとする

１枚物のルーフィングを先張りし、その上に

ルーフィングを左右に重ね合わせ、谷芯から

壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より

50mm以上立ち上げる(目安は350mm程度)

隅棟芯

250㎜
以
上

250㎜以上

野地板

ルーフィング

軒先メタルＺ

瓦座の先端まで張る

固定位置

100㎜以上
重ねる

桁行方向
300㎜以上
重ねる

300㎜以上

野地板

流れ方向

（軒先一段目のルーフィングは雨仕舞いのため、横重ねを作ら

　ないよう１枚物での施工をお勧めします）

【大棟】　※２ 【隅棟】　※２

固定位置300㎜以内
（快適ロール150㎜以内）

250mm以上のばす。

谷芯

１枚物先張り

250
㎜
以
上

250㎜以上

　ながら、順次棟の方へ張ってください。

【注】※１･２　住宅金融支援機構の「住宅工事仕様書」の内容と異なります。ご注意ください。

　　　　　　　　「住宅工事仕様書」の内容：※１軒先においては、軒先水切り金物の上に重ね、両面接着防水テープで密着させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２むね部においては250mm以上の左右折り掛けとし、棟頂部から左右へ１枚物を増し張りする。

　付けてください。

　７－１．下葺工事　７．共通納まり

ルーフィングの張り方

１２



　縦桟用テープは瓦座の下に入れてください。

　瓦座が木材の場合は、瓦座前面に平板用軒先プラ面戸を取り付けてください。

＊水抜き機能のない桟木及びルーフィングを使用する場合は、必ず縦桟用テープを使用してください。

＊軒先の立ち上がりは40～45㎜です。（桟木の厚み15㎜の場合）

＊瓦座が角材の場合は軒先メタルＺを使用してください。

　軒先メタルＺは瓦座を取り付ける前に取り付けてください。

縦桟用テープ 縦桟用テープ

改質アスファルトルーフィング改質アスファルトルーフィング
快適ロール　　　　　　快適ロール　　　　　　

垂木 42×42又は43×43
ＰＳ樹脂瓦桟H40×W30

軒先メタルＺ

平板用軒先プラ面戸

瓦座45×120

野地板

瓦座

野地板

野地板

鼻隠し

軒先メタル

現場調達

（逆勾配にならないこと）鼻隠しの立ち上げが瓦座となる場合は

現場状況に合わせた軒先メタルを準備

してください。

雨水が樋へ流れるように軒先メタルに

必ず水勾配を付けてください。

【参考】

【注】上記納まりは、住宅金融支援機構の「住宅工事仕様書」の内容と異なります。ご注意ください。

　　　「住宅工事仕様書」の内容：ルーフィングは、軒先水切り金物の上に重ね、両面接着防水テープで密着させる。

　７．共通納まり

軒先

　７-２．軒先の納まり、縦桟と桟木の取り付け

縦桟と桟木の取り付け

１３

＊三角の瓦座を使用する場合は軒先メタル 73×60を使用してください。

軒先メタル 73×60

付けてください。
この部分に必ず水勾配を

＊桟木は働き長さに合わせ垂木（縦桟）ごとに確実に釘で固定してください。

＊縦桟は縦桟用テープを使用し、垂木位置にタッカー

　で取り付けてください。（水抜き機能のある桟木、

　ルーフィングを使用する場合は必要ありません。）

＊桟木は、15×30㎜以上、材質・形状的に良質のもの

　を選んでください。

垂木ピッチ 垂木ピッチ

縦桟用テープ

桟木 15×30㎜以上

※エアーネイラーを使用して瓦桟木

　を留め付ける場合、テープ連結釘

　を使用してください。ワイヤー連

　釘は下葺き材に必要以上の穴を作

　るので使用しないでください。

※

ステンレスリング釘 45㎜以上

10mm程度

働
き

長
さ

働
き

長
さ

ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30

＊ＰＳ樹脂瓦桟H15×W30を並べて取り付ける

　場合は、膨張に備えて10mm程度隙間を空け

　て取り付けてください。（ＰＳ樹脂瓦桟は

　水抜き機能があるため、縦桟の必要はあり

　ません。）

＊働き長さは隅棟仕様により、異なる場合がありますので、それぞれの仕様のページを確認してください。



かみ合わせる

アンダーラップ
ハイパーアーム

拡大図

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用 オーバーラップ

アンダーロック

桟葺き基準線

　７．共通納まり

＊軒先の桟瓦の出寸法は60mmを基本とします。

＊軒先の桟瓦・204特桟瓦・調整瓦は、ハイブリッドリング釘 Ｆ形用を使用し釘穴に２ヶ所と、耐風

＊軒先の半瓦・102特桟瓦と、調整幅によって釘穴が１つしか使用できない調整瓦は、ハイブリッドリ

　ング釘 Ｆ形用を使用し釘穴に１ヶ所と、耐風Ｌ釘 L－３８でアンダーラップを瓦座に固定してくだ

　さい。

＊耐風Ｌ釘の固定箇所は、桟瓦の出寸法が60mm(75mm未満)の場合はアンダーラップのアンダーロック、

　75mm以上の場合はアンダーラップの水返しとしてください。（調整瓦はアンダーロックがないので

　60mm(75mm未満)の場合でもアンダーラップの水返しに固定してください。）

＊桟瓦は右から左へ葺いてください。

桟葺き・軒先

桟葺き・平部

＊軒先以外に使用する桟瓦は、下の桟瓦のハイパーアームにアンダーロックがかみ合わさるようにし、

　桟葺き基準線とアンダーラップの左端が重なる位置に施工してください。

＊平部の釘打ちする桟瓦は右側（オーバーラップ側）の釘穴にハイブリッドリング釘Ｆ形用で固定して

　ください。

桟瓦の出寸法75mm以上の場合

アンダーラップ
の水返し

耐風Ｌ釘 L－３８

出寸法

75mm以上

瓦座

耐
風
Ｌ
釘
の
固
定
箇
所

ハイブリッドリング釘 Ｆ形用

軒先メタル

アンダーロック

出寸法
60mm

耐風Ｌ釘 L－３８

瓦座

桟瓦の出寸法60mmの場合(75mm未満)

アンダーロック

耐風Ｌ釘 L－３８

出寸法

60mm

(75mm未満)

瓦座

瓦側面に密着させる。

打つときは、釘芯を

耐風Ｌ釘 Ｌ－３８を

耐風Ｌ釘の施工ポイント

右から左へ葺く

　７-３．桟葺き

１４

　Ｌ釘 Ｌ－３８でアンダーラップを瓦座に固定してください。

＊平部の釘打ちは「11-1.桟瓦釘打ち基準（P.68～70）」を参照してください。



　７．共通納まり　７-３．桟葺き

１５

桟葺き・大棟

＊桟瓦を棟際まで葺き上げてください。

〃
〃

桟木２段

（高さ調整）

ハイブリッドリング釘Ｆ形用

【棟際が1枚物の場合】

棟垂木 棟金具

ハイパーアームを除去

【棟際が半端瓦の場合】

【棟金具２０の場合】 【棟金具４０の場合】

高さ調整をする

桟木２段

ハイブリッドリング釘Ｆ形用 ハイパーアーム除去

棟金具２０

高さ調整をする

桟木２段

ハイブリッドリング釘Ｆ形用 ハイパーアーム除去

棟金具４０

高さ調整をする

桟木２段

＜半端瓦＞ ＜１枚物＞ ＜半端瓦＞ ＜１枚物＞

＊隅棟際の桟瓦は、下の桟瓦に必ずのるように加工し、三角形の先端部30mm程切り落としてください。

＊棟垂木と桟瓦の隙間は、出来るだけ少なくしてください。

＊加工した半端の桟瓦は、レベルを調整し、釘又は緊結線で取り付けてください。

　（特に小さい桟瓦は瓦用接着剤で接着してください。）

1
0
m
m
程

度

接着してください。

アンダーラップ水返しの
端側に高さ10mm程度に打ち、

瓦用接着剤を、

瓦
用
接
着
剤

切り落とす

30

30

30

棟垂木

穴開け

緊結線

桟葺き・隅棟（差し棟仕様・三角冠仕様）

＊廻隅仕様の場合は「廻隅隅棟部（P.33.34）」を参照してください。

＊棟際の桟瓦が１枚物で納まる場合は桟瓦のハイパーアームを除去してください。

＊棟金具４０を使用し、棟際の桟瓦が１枚物で納まる場合は、桟木を２段にするなどして高さを調整し、

　桟瓦と冠瓦の隙間が小さくなるようにしてください。（棟金具２０使用時は高さ調整の必要なし）

＊棟際の桟瓦が半端瓦で納まる場合は、桟木を２段にするなどして高さを調整し、桟瓦にドリルにて

　釘穴を開け、釘で固定してください。

ドリルにて釘穴開け

ドリルにて釘穴開けドリルにて釘穴開け



　８．切妻屋根の納まり

調整瓦

袖右

袖左

半瓦

　…各１枚／１段

　…　２枚／２段

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴(切欠き無)

スマート調整瓦

【平部】

スマート桟瓦 スマート半瓦

カット調整

【大棟部】

スマート袖左

　８－１．スマート袖の納まり

役物使用箇所

積算ルール

切妻屋根の場合、屋根一面あたりの必要数切妻屋根の場合、屋根一面あたりの必要数

１６

（角はなし、軒先も袖を使用する）

【袖部】

（角はなし、軒先も袖を使用する）
スマート袖右

（153～305切断可能）

切妻屋根で流れ壁が入る場合、屋根一面あたりの必要数

袖
左

袖
左 流

れ
壁袖

左

袖
左

袖右

袖左

半瓦

　…いずれか１枚／１段

　…　１枚／２段 より施工し、桟瓦を切断して

納める為、調整瓦は必要あり

ません。

半
瓦

半
瓦

袖
左

袖
左

袖
左

袖
左

調
整
瓦

調
整
瓦

調
整
瓦

調
整
瓦

半
瓦

半
瓦

袖
右

袖
右

袖
右

袖
右

半
瓦

半
瓦

袖
左

袖
左

袖
左

袖
左

調
整
瓦

調
整
瓦

調
整
瓦

調
整
瓦

半
瓦

半
瓦

袖
右

袖
右

袖
右

袖
右

半
瓦

半
瓦

例１ 例２

袖
左

袖
左

袖
左

袖
左

半
瓦

半
瓦

袖
右

袖
右

袖
右

袖
右

半
瓦

半
瓦

例３

流れ壁が入る場合はケラバ側

※瓦の割付をする場合は

　調整瓦は必要ありません。

袖右

袖左
　…各１枚／１段

半瓦 　…　２枚／２段

例１､２

例３



調

調

調 調

調

調

半：半瓦

調：調整瓦

ハイパーアーム　

アンダーロック

153 153 (37) (37) 153 153 (37)

306(又は153)の倍数 306(又は153)の倍数306(又は153)の倍数

袖
右

袖
右

袖
左

袖
左

(37)153

袖
右

306(又は153)の倍数

働
き
長
さ
の
倍
数

306(又は153)の倍数

(37)

カットした調整瓦

306 306153 153～306
カットした調整瓦

調

調

調

半

半

半

半 袖
右

袖
左

調
スマート袖左 スマート半瓦

スマート桟瓦
スマート調整瓦
寸法に合わせてカット半：半瓦

調：調整瓦

28060
軒先

働き長さ
働き長さ

働き長さ
30

軒先280
mm＋

働き長さの倍数＋30m
m

（働き長さ以下）

＊割付をしない場合は調整瓦を使用して桁行寸法を調整してください。

袖
左

袖
右

半

半

半

半

半

半

半

半

半

半

　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

＊野地板調整など瓦の割付をする場合は下記の寸法によって割付てください。

＊働き長さの標準値は280㎜ですが、270～285㎜の調整が可能です。

　切妻のみの屋根の場合は範囲内で流れの瓦割付ができます。

＊働き幅の標準値は306㎜ですが、瓦割付をする場合、現物で寸法

　確認し割付を行ってください。

【流れ方向】

＊野地寸法は、軒先280mm（瓦の出60mmの場合）

　＋働き長さの倍数＋30mmで決めてください。

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して

　調整してください。

【桁行方向：切妻】

＊野地寸法は、306mm（標準値）又は153mmの倍数で決めてください。

瓦割寸法

＊割付をしない場合はすがり部は調整瓦を

　使用して、桁行寸法を調整し、ハイパー

　アームとアンダーロックがかみ合うよう

　に施工してください。

【すがり部：切妻】

＊流れ方向は働き長さの倍数で決めてください。

＊桁行方向は306㎜（又は153㎜）の倍数で決めてください。

１７

37 37スマート袖左

153 153306153 306

スマート半瓦
スマート袖右

スマート桟瓦

306mm（標準値）又は153mmの倍数



瓦座を優先

軒先メタル

25㎜

野地板

登り淀（桟木）
改質アスファルトルーフィング
快適ロール

軒先部
登り淀（桟木）

　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

袖部－下地納まり

袖部－瓦の施工

＊破風板は立ち上げず、野地端から25㎜の位置に登り淀（桟木）を取り付けてください。

＊袖の軒先部は瓦座を優先して取り付けてください。

１８

＊角はありませんので、軒先も袖を使用してください。

＊袖はハイブリッドリング釘Ｆ形用１本と、パッキン付ステンレスねじ100mm１本で固定してください。

＊軒先の袖右は耐風Ｌ釘 Ｌ－３８を追加し、固定してください。

＊軒先の袖が外側に転ばないよう捨てビスを打ち、袖を水平に取り付けてください。

＊ハイパーアームの掛からない葺き終わり側の瓦は、ハイパーアームを除去し、瓦用接着剤又はハイ

　パーアーム金具にて補強してください。

＊破風板にサイディングボードを差し込む場合は、破風板面と袖瓦取り付け面の間を、ボードの厚み

瓦用接着剤

半瓦
調整瓦

調整瓦 半瓦

半瓦
調整瓦

調整瓦
半瓦

調整

カット

葺き終わりは調整瓦をカットして幅調整

捨てビス

捨てビスにて袖の
レベルを水平にする

ハイブリッド

パッキン付
ステンレスねじ100㎜

※袖右軒先部のみ

耐風Ｌ釘 Ｌ－３８

　リング釘Ｆ形用

サイディングボードの厚み

登り淀（桟木）

【サイディングボードを差し込む場合】

登り淀（桟木）

25mm

37mm登り淀（桟木）

25mm

37mm

パッキン付ステンレスねじ100mm

ハイブリッドリング釘Ｆ形用

スマート袖左 スマート袖右

＊瓦の割付を行っていない場合、葺き終わりは調整瓦をカットして幅調整を行ってください。

　以上確保するように注意してください。

破風板



　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

棟金具２０

EPDMシーラー25×20

スマート袖 大棟部－防水テープ・シーラーの取り付け

スマート袖 大棟部－冠瓦の施工

防水テープ 195×18m

棟垂木

１９

＊桟瓦を棟際まで葺き上げてください。（詳しくは「桟葺き・大棟（P.15）」を参照。）

　を参照。）

＊棟垂木の上から防水テープ195×18mを貼ってください。

＊防水テープの端に半分程度かかるように、EPDMシーラー25×20を貼ってください。

＊湿式（シリコン入南蛮しっくい）での施工も可能です。

棟金具２０の場合、冠瓦の固定は、

パッキン付ステンレスねじ100mmを

必ず使用する。

短いものを使用すると

固定力不足のおそれがあります。

＊棟金具２０を使用してください。（※棟金具４０を使用している場合は「かぶせ袖 大棟部（P.28）」

＊Ｆ２冠瓦は大棟芯に合わせて並べ、パッキン付ステンレスねじ100mm１本で固定してください。

＊Ｆ２冠瓦は桟瓦でレベルを取ります。冠瓦の通りに注意して施工してください。

＊巴はＦ２巴（切欠き無）を使用し、パッキン付ステンレスねじ100mm２本で固定してください。

＊反対側のＦ２巴（切欠き無）は、Ｆ２冠瓦のタマブチをカットし、内側をえぐり、Ｆ２巴（切欠き無）

　のタマブチが入る様に納めてください。

Ｆ２冠瓦 EPDMシーラー25×20

棟金具２０防水テープ 195×18m

棟垂木

パッキン付ステンレスねじ100㎜

Ｆ２冠瓦

パッキン付ステンレスねじ100㎜

パッキン付ステンレスねじ100㎜２本

スマート袖右

スマート袖左

桟瓦でレベルを取り､冠瓦の通りに注意して施工する

コーキング処理

Ｆ２巴（切欠き無）

大棟の長さに合わせて
カットする

タマブチが入るように
えぐる

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴
（切欠き無）

Ｆ２巴
（切欠き無）



ハイパーアームを除去

ハイパーアーム金具

＜葺き縮め部分の桟瓦＞ ＜葺き縮め部分の袖＞

カット

桟瓦

見付け

袖
右

半
瓦

調
整

袖
右

袖
右

調
整

半
瓦

調
整

桟
瓦

桟
瓦

桟
瓦

桟
瓦

桟
瓦

調整瓦を１列入れ

　桁行方向を調節

ハイパーアーム　

アンダーロック

カット寸法

折り曲げ

5mm
30mm

カット

【軒先メタル】

桟木
軒先メタル

 登り淀（桟木）

袖右

瓦座

　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

すがり部の納まり

＊軒先メタルの端部は折り曲げて立ち上がりを作ってください。

＊袖は軒先メタルと干渉する部分をカットし、取り付けてください。

＊桟瓦の見付けは、袖の上面水返しと干渉する部分を加工してください。

＊桁行方向の瓦の割付をしていない場合は、すがり部の右側に調整瓦を１列入れ千鳥葺きにし、

　ハイパーアームとアンダーロックがかみ合うように施工してください。

＊葺き縮める場合、桟瓦はハイパーアームを除去し、ハイパーアーム金具にて補強してください。

＊葺き縮める場合、葺き縮め部分の袖同士が干渉し合うため、側面尻部と頭見付け部を削り施工

　してください。

２０

25
㎜

5
0
m
m

働き長さ
※廻隅仕様の場合
　勾配ごとに設定

 軒先：280mm

削る

削る



矢視 矢視

ケラバ

防水テープ：先端は重ね合わせて密着させる

　瓦の割付が下段と合わない場合は、調整瓦にて調整してください。

棟際の桟瓦の長さに合わせて

カットして使用

留め付けは釘留め＋瓦用接着剤

捨水切板金　廻隅用

大棟芯

カット

袖

桟瓦

半瓦

調整瓦

調整瓦

＊防水テープ195×18mを大棟に貼ってください。

＊防水テープに半分かかるようにEPDMシーラー25×20を貼ってください。

防水テープなどを増し貼りする

＊大棟部に干渉する部分をカットした袖を施工してください。

棟違い部－切妻屋根（１）

　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

＊切妻屋根の棟違い部は、屋根形状に合わせて桟瓦と袖をカットし施工してください。

　カットによって、アンダーラップが無くなる箇所は、捨水切板金 廻隅用を施工してください。

２１

EPDMシーラー25×20防水テープ195×18m

袖左

桟瓦



瓦用接着剤
カット

　８．切妻屋根の納まり　８－１．スマート袖の納まり

棟違い部－切妻屋根（２）

＊大棟にＦ２冠瓦を施工してください。棟端部はＦ２巴（切欠き無）を加工して納めてください。

＊巴は袖に被せて施工してください。

＊巴が袖と桟瓦に干渉する部分はカットして納めてください。

＊巴と袖（桟瓦）の隙間は瓦用接着剤で処理してください。

袖に干渉する部分はカット ケラバ

Ｆ２巴（切欠き無）
Ｆ２冠瓦

袖と桟瓦に干渉する部分はカット

瓦用接着剤

防水のため、巴と袖の

合わせ目を埋める

大棟芯

２２



　８．切妻屋根の納まり　８－２．かぶせ袖の納まり

役物使用箇所

トライＲＳ角右

トライＲＳ袖瓦右

トライＲＳ角左

トライＲＳ袖瓦左

トライＲＳ寸長袖瓦左

（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合）

トライＲＳ寸長袖瓦右

（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合）

【袖部】

【大棟部】

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴(150)

【大棟部】

Ｆ２冠瓦

（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合）

（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合）

【袖部】

【大棟部】

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴(150)

150

150

125

トライ兼用角

トライ兼用袖

トライ寸長兼用袖

【袖部】

【平部】

【平部】

【平部】

トライ角右

トライ袖瓦右

トライ寸長袖瓦右

トライ寸長袖瓦左

トライ袖瓦左

トライ角左

トライ兼用袖（左右兼用・左右はありません）

トライＲＳ袖瓦

２３

（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合）

スマート桟瓦 スマート半瓦

スマート半瓦スマート桟瓦

スマート半瓦スマート桟瓦

Ｆ２巴(125)

トライ袖瓦



注意　破風板内々の寸法

　８．切妻屋根の納まり　８－２．かぶせ袖の納まり

瓦割寸法

＊野地板調整など瓦の割付をする場合は下記の寸法によって割付てください。

＊働き長さの標準値は280㎜ですが、270～285㎜の調整が可能です。

　切妻のみの屋根の場合は範囲内で流れの瓦割付ができます。

＊働き幅の標準値は306㎜ですが、瓦割付をする場合、現物で寸法

　確認し割付を行ってください。

【流れ方向】

【桁行方向：切妻】

＊桁行方向は、桟瓦の働き幅306㎜（標準値）又は153㎜の倍数＋60㎜で決めてください。

＊左袖と桟瓦の重なりがアンダーラップ分少なくなりますので、破風板が厚い場合や袖瓦下にサイディン

ａ.半瓦を使用する場合

　グボードを差し込む場合はｂ.ｃ.での施工をお勧めします。

30

働き長さ

（働き長さ以下）

働き長さ

軒先280
mm＋

働き長さの倍数＋30m
m

働き長さ

軒先

28060

（
流

れ
寸

法
）

働
き

長
さ

の
倍

数

306（又は153）の倍数-20【半瓦を使用しない場合】

306（又は153）の倍数+20【半瓦を使用しない場合】

（
流
れ

寸
法

）

2
8
0
+
働

き
長

さ
の

倍
数

＋
3
0

306（又は153）の倍数

【すがり部：切妻】

＊流れ方向は働き長さの倍数で決めてく

　ださい。

＊割り付けする場合は、桁行方向は下図

　のように決めてください。

注意　破風板内々の寸法

306306306 10306

（登り淀）
破風板破風板

（登り淀）

35

50

ｃ.桟瓦を切断

＊割付をしない場合は左のケラバ際の桟瓦を切断し桁行寸法を調整してください。

35

30630630610 10

306又は153の倍数+20

306

破風板
（登り淀）

カット

カット

ｂ.半瓦を使用しない場合

＊桁行方向は、桟瓦の働き幅306㎜（標準値）又は153㎜の倍数＋20㎜で決めてください。

＊ケラバ側の桟瓦は下図のようにカットして使用してください。

＊野地寸法は、軒先280mm（瓦の出60mmの場合）

　＋働き長さの倍数＋30mmで決めてください。

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して調整して

　ください。

306又は153の倍数+60

２４

（登り淀）
破風板

306（又は153）の倍数+60【半瓦を使用する場合】

306（又は153）の倍数-60【半瓦を使用する場合】



【サイディングボードを差し込む場合】

破風板

下地桟

サイディングボードの厚み

EPDMシーラー15×15

　８．切妻屋根の納まり　８－２．かぶせ袖の納まり

袖部－下地納まり

＊袖の立ち上がり材の幅は35～50㎜にしてください。

＊袖の立ち上がりは55㎜です。（桟木の厚み15㎜の場合）

＊破風板にサイディングボードを差し込む場合は、破風板面と

　袖瓦取り付け面の間を、ボードの厚み以上確保するように

　注意してください。（桟木 15×30などを破風板に打つ。）

捨水切・桟葺き

＊袖際にはケラバ捨水切を使用してください。

＊ケラバ捨水切の軒先先端は野地より15mm程度出してください。

15
mm
程
度
出
す

ケラバ捨水切

破風板又は登り淀

水が流れるスペース以外は
ふたをしてください。

33
0m
m程

度

頭
か
ら
尻
部
ま
で
貼
る

35～50
ケラバ捨水切登り淀

改質アスファルトルーフィング
快適ロール

5
5

野地板破風板

35～50
ケラバ捨水切

改質アスファルトルーフィング
快適ロール

5
5

破風板 野地板

軒先メタル

瓦座

瓦座を
切り欠く

軒先まで施工してください。

60mm

水勾配を付ける

カット
曲げる

よう、折り曲げる
上段の瓦に当らない

ケラバ捨水切を加工し ケラバ捨水切の先端は瓦上に60mm程度出し、上段の桟瓦の下に隠してください。

ケラバ捨水切

ケラバ

大棟

ケラバ

大棟

ケラバ捨水切
ケラバ捨水切

２５

棟違い部のケラバ捨水切の施工

＊棟違い部のケラバ捨水切の先端は、軒先まで施工するか、桟瓦上に出すように加工してください。

瓦座を切り欠き、端まで伸ばす

＊小動物の侵入を防ぐため、瓦座は端まで伸ばしてください。瓦座の端部はケラバ捨水切の形状に切り

　欠き、水が流れるスペースを確保してください。

＊桟瓦の上にEPDMシーラー15×15を330mm程度に切って、瓦１枚ごとに頭から尻部まで貼ってください。



　１ヶ所で固定してください。

＊トライＲＳ袖瓦はレインキャッチャーを雨水が伝わり雨だれを軽減します。そのため、通りに注意し

　て大きな段差、隙間がないように取り付けてください。（大きな段差等があると、その部分で雨水の

＊軒先には角瓦を使用し、棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合は寸長袖瓦を使用してください。

＊トライＲＳ袖瓦の場合は雨樋を必ず角瓦の外側まで施工し、袖瓦を伝わる雨水が雨樋に入るようにし

　てください。

＊袖瓦は側面よりパッキン付ステンレスねじ50mmで２ヶ所、上面よりパッキン付ステンレスねじ75mm

【トライＲＳ袖瓦・トライ袖瓦】

　８．切妻屋根の納まり　８－２．かぶせ袖の納まり

袖瓦取り付け

45

トライ兼用角

トライ兼用袖

ケラバ捨水切

兼用角は側面に下地桟を

　流れが切れ、大きな雨だれが発生するおそれがあります。）

35

トライＲＳ袖瓦右

トライＲＳ角右

ケラバ捨水切

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ50mm

レインキャッチャー

トライＲＳ袖の場合は、

段差、隙間に注意する

雨樋を角瓦の外側まで施工

トライＲＳ袖の場合は必ず

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ50mm

パッキン付ステンレスねじ75mm

２６

EPDMシーラー25×20

EPDMシーラー25×20を貼ることを推奨します。

トライ兼用袖は、破風下から見上げたときに、隙間が出来やすいため、

＊軒先には角瓦を使用し、棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合は寸長袖瓦を使用してください。

【トライ兼用袖】

　ねじ75mm１ヶ所で固定してください。

＊袖瓦は側面よりパッキン付ステンレスねじ75㎜と50mmとで２ヶ所、上面よりパッキン付ステンレス

そろえてください。

取り付け、袖との通りを



ハイパーアームを除去

ハイパーアーム金具

＜葺き縮め部分の桟瓦＞

　８．切妻屋根の納まり

すがり部の納まり

　８－２．かぶせ袖の納まり

＊軒先メタルとケラバ捨水切の端部は折り曲げて立ち上がりを作ってください。

ドリル

ドリルにて

カット

＊葺き縮める場合、桟瓦はハイパーアームを除去し、ハイパーアーム金具にて補強してください。

＊桟瓦の働き長さより小さく葺き縮める場合、袖瓦は桟瓦に合わせて切断が必要となります。

＜葺き縮め部分の袖＞

防水テープ

寸長袖瓦

軒先に合わせ
カット

瓦用接着剤

大きな隙間が
出来ないよう
注意する

＊すがり部は図のように防水テープを貼り付けてください。すがり部の最上段は寸長袖瓦を使用し、

　軒先と干渉する部分をカットし、取り付けてください。袖瓦と桟瓦の隙間を瓦用接着剤で処理して

　ください。

＊小動物の侵入を防ぐため、袖瓦と軒先の間に大きな隙間が出来ないよう注意してください。

２７

平部ピッチ 270～285mm

桟木
軒先水切(支給材)

折り曲げて立ち上がりを付ける

 軒先ピッチ：280mm

瓦座

袖瓦

登り淀

ケラバ捨水切

折り曲げて立ち上がりを付ける

【軒先メタル】

折り曲げ

5mm
30mm

カット

釘穴開け

　また、袖瓦切断の際に釘穴が使用できなくなる場合は、新たにドリルにて釘穴を開けてください。



　８．切妻屋根の納まり　８－２．かぶせ袖の納まり

かぶせ袖大棟部－防水テープ・シーラーの取り付け

防水テープ 240×18m
棟垂木 42×42

スマート桟瓦

EPDMシーラー25×20

棟金具４０（３０・５０）

２８

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

防水テープ 240×18m

Ｆ２冠瓦

棟垂木 42×42

スマート桟瓦

棟金具４０（３０・５０）

EPDMシーラー25×20

かぶせ袖大棟部－冠瓦の施工

かぶせ袖大棟部－巴部の納まり

＊棟金具４０（３０・５０）を使用してください。棟際の桟瓦の高さによって、棟金具の高さを調整して

　ください。

＊棟垂木の上から防水テープ240×18mを貼ってください。

＊防水テープの端に半分程度かかるように、EPDMシーラー25×20を貼ってください。

＊湿式（シリコン入南蛮しっくい）での施工も可能です。

＊桟瓦を棟際まで葺き上げてください。（詳しくは「桟葺き・大棟（P.15）」を参照。）

＊Ｆ２冠瓦は大棟芯に合わせて並べ、パッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定してください。

＊Ｆ２冠瓦は棟垂木でレベルを取ります、冠瓦の通りに注意して施工してください。

＊Ｆ２巴はパッキン付ステンレスねじ75mm２本で固定し

　てください。

＊トライＲＳ袖瓦、トライ袖瓦の場合はＦ２巴(150)を

　トライ兼用袖の場合はＦ２巴(125)を使用してくださ

　い。

＊トライＲＳ袖瓦の場合、巴蓋と袖瓦の側面に隙間が

　発生しないよう、レインキャッチャー部を加工して

　取り付けてください。

＊反対側のＦ２巴は、Ｆ２冠瓦のタマブチをカットし、

　内側をえぐり、Ｆ２巴のタマブチが入る様に納めて

　ください。

【トライＲＳ袖瓦・トライ袖瓦】

【トライ兼用袖】

Ｆ２巴(150）

削る

トライ袖瓦
トライＲＳ袖瓦

パッキン付ステンレスねじ75㎜２本

レインキャッチャー

パッキン付ステンレスねじ75㎜

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴(125）

トライ兼用袖

パッキン付ステンレスねじ75㎜２本

パッキン付ステンレスねじ75㎜

Ｆ２冠瓦

コーキング処理

Ｆ２巴Ｆ２巴 Ｆ２冠瓦

大棟の長さに合わせて
カットする

タマブチが入るように
えぐる



調整瓦

谷瓦右

谷瓦左

204特桟瓦

102特桟瓦

　…各１枚／１段

　…　２枚／３段

　…　２枚／３段

切妻・寄棟屋根で谷が入る場合、谷一本あたりの必要数

廻隅右

廻隅左 流
れ
壁

より施工し、桟瓦を切断して

納める為、調整瓦は必要あり

ません。

流れ壁が入る場合は隅棟側

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

１
ｻｲ
ｸﾙ

廻右

廻右

廻右

廻右

１
０
２

２
０
４

廻隅中

102特桟瓦

204特桟瓦

　…いずれか１枚／１段

　…　１枚／１段

　…　１枚／３段

　…　１枚／３段

寄棟屋根で流れ壁が入る場合、屋根一面あたりの必要数

廻右

調
整

調
整

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

廻
中

１
ｻｲ
ｸﾙ

調
整

調
整廻右

廻右

廻右

廻
左

廻
左

廻
左

廻
左

１
０
２

１
０
２

１
０
２

２
０
４

２
０
４

谷 左

１
０
２

谷
右

谷
右

谷
右

谷
右

調
整

調
整谷 左

谷 左

谷 左

調
整

調
整

１
０
２

１ ０ ２

２
０
４

２ ０ ４

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

役物使用箇所

積算ルール（瓦の必要数）

廻隅左

廻隅右

調整瓦

廻隅中

204特桟瓦

102特桟瓦

　…各１枚／１段

　…　２枚／３段

　…　２枚／３段

寄棟屋根の場合、屋根一面あたりの必要数

カット

スマート桟瓦

【谷部 最上段】

Ｆ２冠瓦 スマート廻隅寄棟止Ｆ２曲り

【大棟部】

方形屋根

スマート廻隅四ツ又

【平部】

スマート廻隅左

（屋根勾配　４寸、４.５寸、５寸）

【谷部】

スマート谷瓦左 スマート谷瓦右

（屋根勾配　４寸、４.５寸、５寸）

スマート桟瓦

谷芯と平行にカット
又は

【隅棟部】

スマート廻隅中４寸
スマート廻隅右

カット調整

スマート調整瓦
（働き幅：153～306㎜）

スマート204特桟瓦
（働き幅：204㎜）

スマート桟瓦

（働き幅：102㎜）
スマート102特桟瓦

２９



←右から左へ施工します

右 左

中 中

102

無し

204

102

無し

204 102

無し

204

102

204

無し

１
サ
イ
ク
ル

各
特
桟
瓦
の
配
置

繰
り
返
し

繰
り
返
し

１
サ
イ
ク
ル

各
特
桟
瓦
の
配
置

102特桟瓦（幅102㎜の瓦です）

←右から左へ施工します

１
サ
イ
ク
ル

↓

各
特
桟
瓦
の
配
置

繰
り
返
し

軒

棟

左

右

無し

204

102

無し

204

102

204

102

無し

204

102

無し

調整瓦（現場でカットし、幅寸法の調整を行います）

204特桟瓦（幅204㎜の瓦です）

102特桟瓦（幅102㎜の瓦です）

204特桟瓦（幅204㎜の瓦です）

調整瓦（現場でカットし、幅寸法の調整を行います）

廻隅

谷瓦

廻
左

谷 左

谷 左

谷 左

調 整
廻 右

廻
中

調 整
廻 右

廻
左

廻
中

調 整
廻 右

廻
中

調
整

廻
中

調
整

廻
中

調
整

廻
中

谷
右

谷
右

谷
右

廻
左

廻
左

廻
左

廻 右

廻 右

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

積算ルール（廻隅の施工パターン）

積算ルール（谷の施工パターン）

＊瓦一体型太陽電池設置時には屋根勾配毎の流れ方向の割付ピッチが適用できず、280mmに固定されま

<隅棟際の瓦施工パターン>

＊隅棟際の瓦の割付は３段で１サイクルとなり、４段目以降はそのサイクルの繰り返しとなります。

　各特桟瓦の配置パターンは「無し→204→102」「204→102→無し」「102→無し→204」のいずれかの

　繰り返しとなります。

＊谷際の瓦の割付は３段で１サイクルとなり、４段目以降はそのサイクルの繰り返しとなります。

　各特桟瓦の配置パターンは「無し→102→204」「102→204→無し」「204→無し→102」のいずれかの

　繰り返しとなります。

＊谷瓦を使用する際、隅棟と谷の間は737mm以上確保してください。

＜桁行の最小寸法：隅棟と谷＞

＊屋根勾配毎に設定された流れ方向の割付ピッチ（次頁参照）を守ってください。

＜２種類の特桟瓦を併用するパターン＞

３０

　す。4.5寸勾配以外は下記施工パターンを適用できませんのでご注意ください。

　葺き終わりの２種類の特桟瓦（102、204）の配置パターンは、野地の割付によって変わります。

　葺き終わりの２種類の特桟瓦（102、204）の配置パターンは、野地の割付によって変わります。

7
3
7
m
m
以

上

谷
最

小
寸

法

谷
瓦

使
用

時



　９．寄棟屋根の納まり

屋根勾配

働き長さ

軒先

275 280 285

4.0寸 4.5寸 5.0寸

280

（単位mm）

※廻隅瓦は上記働き長さでないと施工できません。

※切妻のみの屋根の場合、働き長さは屋根勾配に

　合わせる必要はありません。

【屋根勾配毎の働き長さ】

半
瓦

半
瓦

半
瓦

廻
隅
左

153

袖
右

１
０
２
特
桟

２
０
４
特
桟

廻
隅
右

半
瓦

半
瓦

153

袖
左

２
０
４
特
桟

１
０
２
特
桟

（452）

372 (80)

（452）

372(80)

306(又は153)の倍数＋372306(又は153)の倍数＋372

306(又は153)の倍数

306(又は153)の倍数＋744

(37) (37)

働
き
長
さ
の
倍
数

瓦割寸法

　９－１．廻隅仕様の納まり

瓦の出

水平方向の

瓦の出

275
（4.0

寸勾配）

280
（4.5

寸勾配）

瓦座42×42

80

60 軒先280
285

（5.0
寸勾配）

【すがり部：寄棟】

＊瓦座42×42を使用し、軒先280mm（瓦の出60mm）の

　場合の瓦の割付です。

　瓦の出が変わる場合はご注意ください。

＊流れ方向は働き長さの倍数で決めてください。

＊桁行方向は306mm（又は153mm)の倍数＋744mmで決めてください。

＊軒先に特桟瓦を使用しない場合の割付です。

＊野地板調整など瓦の割付をする場合は下記の寸法によって割付てください。

＊働き長さの標準値は280㎜ですが、270～285㎜の調整が可能です。切妻のみの屋根（廻隅瓦

　谷瓦を使用しない）の場合は範囲内で流れの瓦割付ができます。

＊働き幅の標準値は306㎜ですが、瓦割付をする場合、現物で寸法確認し割付を行ってください。

【流れ方向】

＊廻隅瓦・谷瓦を使用する場合、働き長さは下表の通り、屋根勾配毎に決まっています。

＊野地寸法は軒先280mm（瓦の出60mmの場合）＋働き長さの倍数＋30mmで決めてください。

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して調整してください。

28060

軒先

働き長さ

働き長さ

働き長さ

（働き長さ以下）

30

３１



　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟垂木の取り付け

＊大棟の芯を出し棟金具２０を910mmピッチ

　にて取り付けてください。（棟換気Ｐ－換

　を取り付ける場合は棟金具４０を使用しま

　す。）

＊乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟

　金具を使用し、600mmピッチで取り付けるこ

　とを推奨します。

＊棟垂木を取り付け、棟金具に釘で固定して

　ください。

大
棟
芯

（
乾
式
は
600mmピ

ッ
チ
推
奨
）

910mmピ
ッ
チ

棟金具２０

リブ付ＢＫ棟金具

リブ付で棟垂木をしっかりと

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。

リブ

棟垂木

隅棟芯

縦桟、桟木の取り付け

＊隅芯に墨を打ってください。

＊廻隅瓦、谷瓦を使用する場合は、必ず下表の屋根勾配毎の働き長さにて桟木を取り付けてください。

＊軒先に瓦座を取り付けてください。隅棟軒先部の瓦座は隅芯に合わせ斜めにカットし取り付けてくだ

　さい。

　厳守してください。隅木は廻隅中固定用のパッキン付ステンレスねじ75mmが中心に固定されるように

　正確に取り付ける必要があります。隅木を固定する際には、割れの原因になるため、隅木に無理な力が

　かからないよう注意して固定し、万一割れやヒビがあった場合は、必ず交換してください。冬期は特に

　ご注意ください。

隅
棟
芯

ドリル インパクト
ドライバー ドライバー

ねじの留め付けに使用するド
リルドライバーはねじ締めの
トルク設定(目盛18)で使用し、
インパクトドライバーを使用
する場合は打撃力を弱設定す
るなどして締め過ぎなどの
無理な力がかからないように
十分注意してください。

〃 足部

〃 15
㎜

15㎜

瓦座に干渉する部分をカットする
※三角の瓦座を使用する場合は、瓦座を
　切り欠いて取り付けてください。
（廻隅中は隅木にパッキン付ステンレス
　ねじ75mmで固定します。）

隅芯

隅棟芯には墨を打つ

軒
先
28
0㎜

働
き
長
さ

【屋根勾配毎の働き長さ】 （単位mm）

屋根勾配 4.0寸 4.5寸 5.0寸

働き長さ 275 280 285

軒先 280

※廻隅瓦は上記働き長さでないと施工できません。
桟木

瓦座

隅木

＊隅木は桟木と15mm隙間を取り、中心を隅芯に合わせ設置し、両足部の中心にステンレスねじφ3.8×38mm

廻隅中のねじの固定強度に

影響するため、位置を正確

に取り付ける。

足部の中心にねじ留めする。
割れの原因になるため、
無理な力がかからないよう
注意する。

ステンレスねじφ3.8×38mm

隅木

隅芯に合わせる。 15mm15
mm

治具

隅木
隅芯

100mm

15mm

に切断した治具
桟木を100mm

桟木
桟木

３２

　詳しい取り付け方は「縦桟と桟木の取り付け（P.13）」を参照してください。

桟木から15㎜の隙間を取り、

＊桟木は隅棟芯で２面の桟木位置が交わるようにして施工してください。（図１）

　で固定してください。（図２）

＊隅木の位置決めをする際には、図３のように桟木を100mmほどに切断した治具を使用して、15mmの位置を

隅芯

【図２】隅木の固定方法 【図３】隅木の位置決め 【工具についての注意】

【図１】

○

桟木

×

桟木



（仮置き）
桟瓦又は調整

（仮置き）

桟瓦

廻隅左
（仮置き）

廻隅右

桟木

隅芯

施工後は上にのらないでください。

廻隅右・左・中及び調整瓦は踏み割れに注意し、

廻隅中

廻隅右

尻剣

廻隅右・左は尻剣を
桟木に引っ掛ける

廻隅同士や桟瓦との間に大きな

段差や隙間が出来ないようにし

てください。

アンダーラップ下方裏側に

瓦用接着剤をつけ、

下の瓦の水返し部と接着

桟瓦
桟瓦又は調整

（仮置き）
（仮置き）

廻隅左 廻隅右
廻隅中

（仮置き）

隙間をなくす

隅芯と廻隅中の中心を揃える

を揃える
頭のライン を揃える

頭のライン

桟瓦
桟瓦又は調整

（仮置き）

廻隅左 廻隅右
（仮置き）

廻隅中施工方向

耐風Ｌ釘
Ｌ－３８

隅芯

隅芯

ハイブリッド
リング釘Ｆ形用

ハイパーアーム
除去

桟瓦

１段目

２段目

３段目

ハイパーアーム除去

廻
隅
中

廻隅左

桟瓦

桟瓦

桟瓦

廻
隅
右

桟
瓦
又
は
調
整

（
仮
置
き
）

（
仮
置
き
）桟

瓦
又
は
調
整

廻
隅
右

（
仮
置
き
）桟

瓦
又
は
調
整

廻
隅
右

ハイブリッドリング
釘Ｆ形用

施工方向

隅芯

隙間

段差

廻隅左 廻隅中
桟瓦

瓦用接着剤

１
０

２
特

桟
瓦

２
０

４
特

桟
瓦

瓦用接着剤

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

＊廻隅右と廻隅左は必ず尻剣を桟木にしっかりと引っ掛けてください。

　廻隅右・左の両隣に桟瓦（又は調整瓦）を仮置きし、廻隅中の中心を隅芯に合わせるように置いて

　ください。

＊廻隅右・左と廻隅中は、隙間がないように

　し、仮置きした桟瓦（又は調整瓦）と頭のラ

　インを揃えてください。（廻隅中の中心が隅

　芯からずれていると、頭のラインがそろわな

　い場合がありますので、位置を確認してくだ

　さい。）

＊位置決め後、ハイブリッドリング釘Ｆ形用１

　本と耐風Ｌ釘 Ｌ－３８で固定してください。

＊廻隅左のすぐ左の桟瓦はハイパーアームが２

　段目の廻隅左に干渉するため、除去してくだ

　さい。

＊２､３段目も１段目と同様に廻隅右･左と廻隅中の頭ラインが揃うように置き､廻隅右と桟瓦(又は調整瓦）

　を仮置きし、位置決め後、施工してください。(１段目の廻隅中と通りを合わせて施工してください｡）

＊２段目の廻隅左の隣には204特桟瓦、３段目の廻隅左の隣には102特桟瓦を施工してください。

＊３段を１サイクルとし､４段目以降は１～３段目と同じ瓦配置で繰り返し瓦を施工してください。

＊廻隅瓦、桟瓦、特桟瓦、調整瓦がハイパーアーム

　に干渉する場合は、ハイパーアームを除去して、

　瓦用接着剤にて補強してください。（○印部分）

＊ハイパーアームが掛からない廻隅瓦、特桟瓦は、

　瓦用接着剤で固定してください。

廻隅隅棟部－葺き始め（１段目）

廻隅隅棟部－葺き始め（２段目以降）

３３



接着量目安

高さ10mm程度、

アンダーラップ長さ分 ラップ
アンダー

10mm程度

　Ａ寸法を測定します。

桟
瓦調

整
瓦

桟
瓦調

整
瓦

調
整
瓦

調
整
瓦

廻
隅
右

廻隅左
廻隅中

瓦用接着剤

桟
瓦

ハイパー
アーム除去

桟
瓦

廻隅右

Ａ
寸

法

桟瓦

桟瓦

施工方向

廻隅中

葺き終わり

パッキン付
ステンレスねじ75mm

廻隅右と右隣瓦の

ハイパーアームが

掛からない瓦は、

瓦用接着剤にて

アンダーラップ裏面と

下段の瓦を接着 瓦用接着剤

１
０
２
特
桟
瓦

２
０
４
特
桟
瓦

＊桟瓦を左隅棟際まで施工し、廻隅右と桟瓦の隙間（Ａ寸法）を測定してください。

＊隅棟際の102特桟瓦・204特桟瓦の配置は「無し→204→102」「204→102→無し｣「102→無し→204」の

　いずれかの繰り返しとなります。

＊廻隅右、特桟瓦、調整瓦はハイブリッドリング釘Ｆ形用で固定してください。

＊廻隅右のオーバーラップ裏面と右隣の瓦のアンダーラップ

　を瓦用接着剤にて接着してください。

＊調整瓦は頭部・尻部の２箇所の寸法を測定し、カットしま

　す。瓦や施工時の寸法誤差によって毎段寸法が若干変化す

　るので、寸法測定は１段目から最終段までの全段で行って

　ください。

＊切断した調整瓦の切断面は必ずペンキを塗ってください。

＊廻隅中はパッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定してく

　ださい。

＊廻隅瓦、桟瓦、特桟瓦、調整瓦

　がハイパーアームに干渉する場

　合は、ハイパーアームを除去し

　て、瓦用接着剤にて補強してく

　ださい。（○印部分）

＊ハイパーアームが掛からない調

　整瓦、特桟瓦、桟瓦は、瓦用接

　着剤で固定してください。

桟瓦
　リング釘Ｆ形用

ハイブリッド
の除去

ハイパーアーム

切断

瓦用接着剤にて接着

切断面は

塗る

ペンキを

廻
隅

右

　調整瓦で納めてください

・Ａ寸法：204㎜を超え306㎜以下の場合

瓦用接着剤にて接着

桟瓦　リング釘Ｆ形用
ハイブリッド

切断面はペンキを塗る

切断

桟瓦１枚はずす

調整瓦

廻
隅

右

・Ａ寸法：102㎜を超え204㎜以下の場合

　桟瓦を１枚はずし、

　で納めてください

瓦用接着剤にて接着

桟瓦

切断

桟瓦１枚はずす

　リング釘Ｆ形用

切断面はペンキを塗る

廻
隅

右

調整瓦

ハイブリッド・Ａ寸法：102㎜以下の場合

　桟瓦を１枚はずし、

　で納めてください

パッキン付
ステンレスねじ75mm

パッキン付
ステンレスねじ75mm

パッキン付
ステンレスねじ75mm

１
０

２
特

桟
瓦

２
０

４
特

桟
瓦

　102特桟瓦＋調整瓦

　204特桟瓦＋調整瓦

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

廻隅隅棟部－葺き終わり

３４

調整瓦



102

調整

カット

捨水切板金 廻隅用

アンダー側をカットします。

隅棟 隅棟

大棟

Ａ寸法：153㎜未満

桟瓦

廻隅左廻隅右

隅棟 隅棟

大棟

Ａ寸法

廻隅右 廻隅左

廻隅左廻隅右

153～306 306

調整

カット

調整 桟瓦

カット

Ａ寸法：153～306㎜

調整

カット

　※瓦下には必ず捨水切板金を入れてください。

Ａ寸法：307～356㎜（※） Ａ寸法：357～510㎜ Ａ寸法：511～612㎜

204

特桟
204

特桟
102

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟際では野地の桁行き寸法が小さくなり、102特桟瓦・204特桟瓦の配置パターンが適応できなくなる為、

以下のように施工してください。

＊廻隅左～廻隅右の寸法（Ａ寸法）を測定してください。

＊以下のパターンに従って桟瓦、102特桟瓦、204特桟瓦、調整瓦にて納めてください。

【パターン②】Ａ寸法が　153～306㎜：調整瓦をカット

【パターン③】Ａ寸法が　307～356㎜：102特桟瓦＋調整瓦をカット（※）

【パターン④】Ａ寸法が　357～510㎜：204特桟瓦＋調整瓦をカット

【パターン⑤】Ａ寸法が　511～612㎜：桟瓦　＋調整瓦をカット

※パターン③の102特桟瓦＋調整瓦をカットの場合、408㎜まで施工が可能です。

【パターン①】Ａ寸法が　153㎜未満：桟瓦をカット

廻隅大棟部－棟際の施工（寄棟）

３５



大棟
【A断面図】

棟垂木

A 捨水切板金 廻隅用
釘留め

捨水切板金 廻隅用

桟木

瓦用接着剤

A
瓦用接着剤

隅棟 隅棟

　９－１．廻隅仕様の納まり　９．寄棟屋根の納まり

＊棟際２段目の瓦と桟木の上に捨水切板金 廻隅用を固定してください。

廻
隅
左 カットする

瓦用接着剤処理

廻隅中
廻隅中

廻隅右 廻隅左

大棟芯
大棟芯

パッキン付ステンレスねじ75㎜

大棟芯でカットする
ドリルにて穴を開け、釘で固定
釘で固定できない瓦は
銅線緊結、又は瓦用接着剤で固定

廻隅左廻隅右

パッキン付ステンレスねじ75㎜

ハイブリッドリング釘Ｆ形用

スマート廻隅中４寸

スマート廻隅左

廻隅大棟部－棟際最上段の施工

＊廻隅右、左、中は大棟芯に合わせてカットしてください。

＊廻隅右、左、中の合わせ目は上部から瓦用接着剤で処理してください。

＊カット後、釘で固定できない瓦は銅線又はステンレス線で緊結するか、瓦用接着剤で固定してください。

隅木

ステンレスねじφ3.8×38mm

３６

スマート廻隅右



　９－１．廻隅仕様の納まり　９．寄棟屋根の納まり

＊垂木の上に防水テープ195×18mを貼ってください。後で取り付けるＦ２冠瓦やスマート廻隅寄棟止から

　はみ出さない位置に貼ってください。

＊防水テープの端に半分程度かかるように、EPDMシーラー25×20を貼ってください。

＊湿式（シリコン入南蛮しっくい）での施工も可能です。

EPDMシーラー25×20

棟金具２０

棟垂木

パッキン付ステンレスねじ100㎜

Ｆ２冠瓦

スマート廻隅寄棟止

パッキン付ステンレスねじ100㎜

＊Ｆ２冠瓦は大棟芯に合わせて並べ、パッキン付ステンレスねじ100mm１本で固定してください。

＊Ｆ２冠瓦は桟瓦でレベルを取ります、冠瓦の通りに注意して施工してください。

＊大棟端部にはスマート廻隅寄棟止を使用し、パッキン付ステンレスねじ100mm２本で固定してください。

棟金具２０

EPDMシーラー25×20

防水テープ 195×18m

棟垂木

かかるように貼る
防水テープの端に半分程度

EPDMシーラー25×20

防水テープ195×18m

Ｆ２冠瓦、スマート廻隅寄棟止から
はみ出さないように貼る

パッキン付ステンレスねじ100㎜ ２本

防水テープ 195×18m

Ｆ２冠瓦

廻隅大棟部－防水テープ・シーラーの取り付け

廻隅大棟部－冠瓦の施工

＊桟瓦を棟際まで葺き上げてください。（詳しくは「桟葺き・大棟（P.15）」を参照。）

　を参照。）

３７

＊棟金具２０を使用してください。（※棟金具４０を使用している場合は「かぶせ袖 大棟部（P.28）」



谷樋の先端は樋の中に入る
様に加工してください。

広げる

100mm

谷樋
谷樋

コーキング

重なり部はコーキング打ち
してください。

［谷樋　重なり部］［谷樋　軒先部］

谷樋の施工（谷瓦・桟瓦カット共通）

谷瓦の施工

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

＊谷樋固定用の桟木を施工し、谷樋をステンレススクリュー釘で固定してください。

＊谷樋の軒先部分は樋の中に入る様に加工し、重なり部は100㎜重ねコーキングをしてください。

谷瓦右と右隣瓦の

接着量目安

高さ10mm程度、 アンダー
ラップアンダーラップ

長さ分 10mm程度

＊谷瓦の対応勾配は４寸・４.５寸・５寸です。（その他の勾配の場合は、桟瓦カットで谷部を施工

　(次頁参照)してください。）

＊谷瓦は谷芯から75㎜の位置に施工してください。

＊谷瓦はハイブリッドリング釘Ｆ形用２ヶ所で固定してください。

＊軒先１段目の谷瓦は、隣の瓦と高さがそろうように垂れを加工してください。

＊谷瓦右のオーバーラップ裏面と、右隣の瓦のアンダーラップを瓦用接着剤にて接着してください。

＊ハイパーアームが掛からない瓦については瓦用接着剤にて補強してください。

スマート谷瓦右
ハイブリッドリング釘Ｆ形用２ヶ所

瓦用接着剤にて補強
アンダーラップ下方裏面に瓦用接着剤をつ
け、下の瓦の水返し部と接着してください

瓦用接着剤にて接着

スマート谷瓦左
ハイブリッドリング釘Ｆ形用２ヶ所

75

谷芯

１段目の谷瓦は、
隣と高さを合わせ垂れを加工

下端切断

スマート谷瓦右スマート谷瓦左

150

75

野地板

桟木

ステンレススクリュー釘32mm
谷樋

２
０
４
特
桟
瓦

調
整
瓦２ ０ ４ 特 桟 瓦

１
０
２
特
桟
瓦

調
整
瓦

桟 瓦

１ ０ ２ 特 桟 瓦

瓦
用
接
着
剤

桟 瓦 調
整
瓦

桟
瓦

桟 瓦

桟 瓦

３８

＊谷瓦を使用する場合は、必ず屋根勾配毎の働き長さにて桟木を取り付けてください。(P.31.32参照）



切断面はペンキを塗る

谷樋

ステンレススクリュー釘32mm

穴開け

銅線又はステンレス線

桟木

野地板

75

150

スマート桟瓦

75

谷芯 谷芯

ペンキ

瓦用接着剤

EPDMシーラー25×20 ２重貼り

EPDMシーラー25×20 ２重貼り

桟瓦カットによる谷の施工

棟際の施工（谷瓦・桟瓦カット共通）

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

＊EPDMシーラー25×20を谷樋上に、谷頂部まで２重貼りしてください。

＊桟瓦は谷芯から75㎜の位置で切断し、施工してください。

＊切断した桟瓦は釘で固定してください。釘で固定できない小さな桟瓦は、銅線又はステンレス線で

　緊結し、瓦用接着剤で固定してください。

＊桟瓦の切断面はペンキを塗ってください。

３９

＊棟際の１段については、桟瓦もしくは廻隅（棟違い部）を谷芯で

　切り合わせてください。

＊谷瓦の場合は、棟際２段分ほど、谷頂部にEPDMシーラー25×20を

　２重貼りしてください。

＊桟瓦カットの場合は、谷頂部までEPDMシーラー25×20を２重貼り

　してください。

谷芯で切り合わす
桟瓦

※図は桟瓦カット

【谷瓦の場合】

棟芯棟芯

谷芯

棟芯棟芯

谷芯

谷頂部までEPDMシーラー25×20 ２重貼り

【桟瓦カットの場合】

谷瓦 谷瓦

桟瓦 桟瓦

棟際２段ほど､谷頂部にEPDMシーラー25×20 ２重貼り



隅芯

捨水切板金　廻隅用

谷芯

パターン②

隅芯

谷芯

パターン①

捨水切板金　廻隅用

棟際の桟瓦の長さに合わせて

カットして使用

留め付けは釘留め＋瓦用接着剤

棟際の桟瓦の長さに合わせて

カットして使用

留め付けは釘留め＋瓦用接着剤

大棟芯

大棟芯

調
整

廻
隅

左廻
隅
左

廻
隅
中

桟瓦

廻
隅
中

廻
隅
左

廻隅右 廻隅右

廻
隅
中

桟瓦

廻隅右桟瓦

桟瓦

桟瓦

桟瓦

廻
隅

右

廻隅左

廻
隅
中

廻
隅

右

廻
隅
中

廻隅左

桟瓦

廻
隅

左

廻
隅
中

桟瓦

廻隅右

桟瓦

廻
隅
右

廻
隅
中

廻隅左

調整

調
整

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟違い部－谷・大棟・隅棟（１）

＜棟際の桟瓦が半端物で納まる場合＞

＊瓦は棟芯、谷芯の交点を基準にカットしてください。

＊大棟・隅棟・谷が交差する棟違い部は、屋根形状に合わせて桟瓦・廻隅左・廻隅中・廻隅右をカッ

　トし施工してください。

４０



カット

隅芯

谷芯

隅芯

谷芯

防水テープ：先端は重ね合わせて密着させる

Ｆ２冠瓦

Ｆ２巴（切欠き無）
廻隅（桟瓦）に干渉する部分はカット

30㎜程度

50㎜程度

瓦用接着剤

　EPDMシーラー25×20 防水テープ195×18m

大棟芯

大棟芯

棟垂木

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟違い部－谷・大棟・隅棟（２）

＊大棟に防水テープ195×18mを貼ってください。防水テープの端部は棟芯と谷芯の交点から30㎜程度

　の位置まで貼ってください。

＊防水テープに半分かかるようにEPDMシーラー25×20を貼ってください。

＊大棟にＦ２冠瓦を施工してください。棟端部はＦ２巴（切欠き無）を加工して納めてください。

＊巴は棟芯と谷芯の交点から50㎜程度の位置で納めてください。

＊巴が廻隅や桟瓦に干渉する部分はカットして納めてください。

＊巴と廻隅（桟瓦）の隙間は瓦用接着剤で処理してください。

４１



パターン②

パターン①

隅芯 谷芯

谷芯 隅芯

カット

防水テープに半分かかるように

大棟芯

大棟芯

廻隅左・廻隅中

桟瓦と干渉する部分を

調
整

桟
瓦

廻
隅
左

桟瓦

廻
隅
中

廻隅右

桟瓦と干渉する部分を

廻隅左

廻
隅

右

廻
隅
中

桟瓦

桟
瓦

廻隅中・廻隅右

カット

防水テープに半分かかるように

捨水切板金 廻隅用

捨水切板金 廻隅用

EPDMシーラーを貼る

カット

EPDMシーラーを貼る

カット

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟違い部－谷・大棟・隅棟（３）

＜棟際の桟瓦が１枚物で納まる場合＞

＊谷の最上段は桟瓦を谷芯で切り合わせてください。

＊大棟に防水テープとEPDMシーラーを貼り、上段の廻隅瓦を設置してください。

＊廻隅瓦と大棟が当たる部分には、捨水切板金 廻隅用を入れてください。

防水テープ195×18m

EPDMシーラー25×20

防水テープ195×18m

EPDMシーラー25×20

４２



谷芯 隅芯

カット

瓦用接着剤

大棟芯

Ｆ２冠瓦 Ｆ２巴（切欠き無）

　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

棟違い部－谷・大棟・隅棟（４）

＊大棟にＦ２冠瓦を施工してください。棟端部はＦ２巴（切欠き無）を加工して納めてください。

＊巴は廻隅瓦と付き合わせて納めてください。

＊巴が桟瓦に干渉する部分はカットして納めてください。

＊巴と廻隅（桟瓦）の隙間は瓦用接着剤で処理してください。

４３



　９．寄棟屋根の納まり　９－１．廻隅仕様の納まり

方形屋根頂部の納まり

パッキン付ステンレスねじ75㎜

捨水切板金 廻隅用廻
隅

左

４面取り付け

廻
隅
中

隅木

桟木
廻隅右

廻
隅
中

廻
隅
左

カットする

廻
隅
右

瓦用接着剤
廻
隅
中

＊屋根頂部にスマート廻隅四ツ又を留め付けるための隅木を固定してください。

＊捨水切板金 廻隅用を加工し、桟木に固定してください。

＊隣り合う廻隅右、中、左の合わせ目が屋根面の中心にくるようにカットしてください。

＊カット後、釘で固定できない瓦は銅線又はステンレス線で緊結するか、瓦用接着剤で固定してください。

＊廻隅右、中、左の合わせ目は上部から瓦用接着剤で処理してください。

＊瓦を施工後、屋根頂部に防水テープを貼ってください。

防水テープ

ドリルにて穴を開け、釘で固定
釘で固定できない瓦は
銅線緊結、又は瓦用接着剤で固定

＊スマート廻隅四ツ又をパッキン付ステンレスねじ125㎜で固定してください。

パッキン付ステンレスねじ125㎜

スマート廻隅四ツ又

４４



　９．寄棟屋根の納まり　９－２．差し棟仕様の納まり

役物使用箇所

瓦割寸法

方形屋根

トライ差し棟四ツ又

＊野地板調整など瓦の割付をする場合は下記の寸法によって割付てください。

＊働き長さの標準値は280㎜ですが、270～285㎜の調整が可能です。

【流れ方向】

＊野地寸法は、軒先280mm（瓦の出60mmの場合）＋働き長さの倍数＋30mmで決めてください。

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して調整してください。

トライ差し棟カッポン

トライ寸長差し棟

トライ差し棟

Ｆ２曲り

【大棟部】

Ｆ２冠瓦 トライ寄棟止

【隅棟部】

【谷部】

スマート桟瓦

谷芯と平行にカット

スマート桟瓦

【平部】

＊差し棟仕様では各屋根面の働き長さは同じにしてください。

28060

軒先

働き長さ

働き長さ

働き長さ
30

軒先280
mm＋

働き長さの倍数＋30m
m

（働き長さ以下）

働
き
長
さ

４５



　９．寄棟屋根の納まり　９－２．差し棟仕様の納まり

棟垂木の取り付け

桟木の施工

120㎜ （乾式は600㎜ピッチ推奨）
910㎜ピッチ

棟金具４０ 棟垂木

桟木

棟垂木

瓦座ＢＫ棟金具０（ベルト）

91
0㎜

ピ
ッ
チ

下地桟

棟垂木

２．ハンマー等で棟垂木形状に曲げてください。

３．金具を野地に釘で固定してください。

　　釘で固定してください。

１．金具中心の釘穴と棟垂木中心を合わせ

棟垂木

下地桟の取り付けについて

ＢＫ棟金具０（ベルト）

ＢＫ棟金具０（ベルト）の使用方法

＊隅棟の棟垂木先端に下地桟を取り付けてくだ

　さい。

（差し棟カッポンの高さを調整するためです。）

働
き
長
さ

棟垂木桟木

交わる

隅棟芯

[大棟部]

＊棟芯に棟金具４０を910㎜ピッチで取り付けてく

　ださい。

＊乾式工法の場合は、棟金具４０はリブ付ＢＫ棟

　金具を使用し、600mmピッチで取り付けることを

　推奨します。

＊棟垂木は、大棟の端部より120㎜出して、

　棟金具に固定してください。

[隅棟部]

＊隅棟の芯を出し、棟芯に棟垂木を合わせてください。

＊棟垂木の取り付けはＢＫ棟金具０（ベルト）を使用し、

　910㎜ピッチで取り付けてください。

＊棟垂木の先端は、軒先の瓦座面で合わせてください。

＊桟木の詳しい取り付け方は「縦桟と桟木の取り付け（P.13）」を参照してください。

＊差し棟仕様では各屋根面の働き長さは同じにして、隅芯で桟木が交わる位置に施工してください。

４６



　９．寄棟屋根の納まり　９－２．差し棟仕様の納まり

＊隅棟部の桟瓦に防水テープ150×500を一段ごとに貼ってください。この際、防水テープは次の段の

　桟瓦を上げ、100mm程度重ねてください。

＊防水テープの端部にEPDMシーラー15×15を貼ってください。

＊軒先にはトライ差し棟カッポンを使用してください。

＊トライ差し棟（カッポン）を、パッキン付ステンレスねじ２本(前部100mm、後部75mm)で固定して

　ください。

後部　パッキン付ステンレスねじ75mm

前部　パッキン付ステンレスねじ100mm

トライ差し棟

トライ差し棟カッポン

棟垂木

防水テープ150×500

トライ寸長差し棟

カット

棟垂木

EPDMシーラー15×15

＊棟芯部のトライ差し棟は、大棟の棟垂木に密着する様にカットしてください。

桟木 15×30

パッキン付ステンレスねじ（前部100mm、後部75mm）

棟金具０（ベルト）

棟垂木 42×42

防水テープ150×500

トライ差し棟

EPDMシーラー15×15

快適ロール
改質アスファルトルーフィング

差し棟隅棟部

＊桟瓦を施工してください。（「桟葺き（P.14.15）」を参照。）

　（棟際の桟瓦が１枚物で納まった場合には、トライ寸長差し棟を使用します。）
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　９．寄棟屋根の納まり　９－２．差し棟仕様の納まり

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

差し棟と寄棟止の合わせ部は
コーキング処理してください。

防水テープ240×18m

先端に切れ目を入れ、
しっかりと密着させる

100mm程度残して切断。
防水テープの先端は

Ｆ２巴Ｆ２冠瓦トライ寄棟止

トライ寸長差し棟

トライ差し棟

トライ差し棟カッポン

パッキン付ステンレスねじ 75㎜

棟垂木 42×42

棟金具４０

１）防水テープとEPDMシーラーの施工

＊桟瓦の上から防水テープ240×18mを貼ってくださ

　い。

＊防水テープは棟垂木の先端より100mm程度長く残

　して貼り付けてください。テープの先端中央に切

　れ目を入れて貼り付けると棟端部の密着性が良く

　なります。

　ください。

＊反対側のトライ寄棟止は、Ｆ２冠瓦のタマブチをカットし、内側をえぐり、トライ寄棟止の

　タマブチが入る様に納めてください。

EPDMシーラー25×20

EPDMシーラー25×20＊防水テープの端部にEPDMシーラー25×20を貼って

防水テープ 240×18m

Ｆ２冠瓦

トライ寄棟止

Ｆ２冠瓦

差し棟大棟部

２）冠瓦の取り付け

＊大棟部はＦ２冠瓦を使用し、通りに注意して

　垂木上に並べ、パッキン付ステンレスねじ 75mm

　１本で固定してください。

＊大棟部端部にはトライ寄棟止を使用し、パッ

　キン付ステンレスねじ75mm２本で固定してく

　ださい。

４８

コーキング処理

Ｆ２冠瓦

大棟の長さに合わせて
カットする

タマブチが入るように
えぐる

トライ寄棟止 トライ寄棟止



　９．寄棟屋根の納まり　９－２．差し棟仕様の納まり

トライ差し棟
又はトライ寸長差し棟

パッキン付ステンレス
ねじ100㎜

トライ差し棟四ツ又

下地桟（桟木など）

棟垂木

桟木をカット
したもの

棟垂木

300
mm未

満

ドリルで穴開け

防水テープ

トライ差し棟

パッキン付ステンレスねじ100mm

トライ差し棟四ツ又

トライ差し棟カッポン

１）棟頂部差し棟の加工

２）下地桟の取り付け

＊下地桟（桟木など）を棟垂木上に取り付けてください。

＊切り合わせた差し棟が300㎜未満のとき、桟木をカットしたものをトライ差し棟四ツ又の釘穴位置に

　棟垂木上に下地桟（桟木など）を取り付けた上に取り付けてください。（差し棟が300㎜以上のとき

　は不要です。）

３）トライ差し棟四ツ又の取り付け

＊切り合わせたトライ差し棟に防水テープを貼り、トライ差し棟四ツ又を置き、ドリルを使って下の

方形屋根頂部の納まり

[切り合わせた差し棟が300㎜以上] [切り合わせた差し棟が300㎜未満]

　トライ寸長差し棟をカットしてください。

＊方形屋根の場合は屋根頂部のトライ差し棟又は

４９

300
mm以

上

下地桟（桟木など）

　トライ差し棟に釘穴を開け、パッキン付ステンレスねじ100㎜４本で固定してください。



　９．寄棟屋根の納まり　９－３．三角冠仕様

役物瓦使用箇所

瓦割寸法

＊三角冠仕様は各屋根面の働き長さを同じにする必要はありません。

Ｆ２曲り

【大棟部】

Ｆ２冠瓦

【谷部】

スマート桟瓦

谷芯と平行にカット

スマート桟瓦

【平部】

【隅棟部】

右袖に付くのが左菱巴

【菱巴部】
Ｆ２菱巴左

Ｆ２三ツ又

左袖に付くのが右菱巴

【菱巴部】
Ｆ２菱巴右

【方形部】
Ｆ２四ツ又

Ｆ２カッポン

Ｆ２冠瓦

リブ付で棟垂木をしっかりと
リブ

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。

（
乾
式
は
600mmピ

ッ
チ
推
奨
）

910mmピ
ッ
チ

910mmピッチ
（乾式は600mmピッチ推奨）

棟垂木

隅
棟
芯

隅棟芯

大
棟
芯

リブ付ＢＫ棟金具

棟垂木の取り付け

棟金具４０

棟金具６０

＊棟金具は大棟４０、隅棟６０の高さのものを

　使用してください。

＊棟の芯を出し棟金具を910mmピッチにて取り

　付けてください。

＊乾式工法の場合は、棟金具はリブ付ＢＫ棟

　金具を使用し、600mmピッチで取り付けるこ

　とを推奨します。

＊棟垂木を取り付け、棟金具に釘で固定して

　ください。

桟木の施工

＊桟木の詳しい取り付け方は「縦桟と桟木の取り付け（P.13）」を参照してください。

５０

＊瓦割寸法は差し棟仕様と同じになりますので、「瓦割寸法（P.45）」を参照してください。



１本本　数 ２本 ３本 ２本

４本 ２本 ２本本　数

イメージ

瓦名称 Ｆ２冠瓦 Ｆ２カッポン Ｆ２三ツ又 Ｆ２巴

Ｆ２四ツ又 Ｆ２曲り Ｆ２菱巴右・左瓦名称

イメージ

右 左

棟部に使用する瓦のパッキン付ステンレスねじ75mmの取り付け本数　

Ｆ２カッポン

Ｆ２冠瓦

Ｆ２三ツ又Ｆ２冠瓦

スーパートライスマート桟瓦

　９．寄棟屋根の納まり　９－３．三角冠仕様

桟葺き

冠瓦の取り付け

＊隅棟は、軒先にＦ２カッポンを取り付け、以後はＦ２冠瓦を取り付けてください。

＊大棟は、Ｆ２冠瓦を取り付け、隅棟との接合部はＦ２三ツ又を取り付けてください。

＊Ｆ２冠瓦は棟の通りに注意してパッキン付ステンレスねじ75mm１本で固定してください。

＊Ｆ２カッポンはパッキン付ステンレスネジ75mm２本で、Ｆ２三ツ又はパッキン付ステンレスねじ75mm

　さい。

面戸材の施工

【乾式】

【湿式】　　　　＊棟芯にシリコン入南蛮しっくいを入れてください。この際冠瓦の幅より30mm程度ひかえてく

＊桟葺きは差し棟仕様と同じになりますので「桟葺き」（P.14.15）を参照してください。

　３本で固定してください。棟部の役瓦は下表のようにパッキン付ステンレスねじ75mmで固定してくだ

５１

　　　　＊フリーエアーロールを施工します。（P.52.53.54参照）

　　　　　ださい。（P.54参照）



棟芯

棟垂木
軒から棟へ

目安線 60mm

棟金具

予め、ほこり・瓦粉・水分
をふき取る

剥離紙　

【表面の印刷】

フリーエアーロール
通気性乾式棟面戸シート

棟隅棟の場合、矢印を棟頂部に向けて施工軒 4
5
mm

中央のブチルテープ…棟垂木への固定用

両端のブチルテープ…瓦へ貼る用

中央線

 プリーツ（ひだ）
目安線に端を合せて貼る

折たたみ部分

広げる
340mm

220mm

重ねは100mm以上　

プリーツを伸ばし、
指圧で瓦に密着させる

ローラーやヘラ（先端
が尖っていないもの）
を使用すると確実に
迅速に施工できます。

　９．寄棟屋根の納まり　９－３．三角冠仕様

フリーエアーロールの施工準備

フリーエアーロールの取り付け方法

＊ブチルテープが付きにくくなるため、施工

　前に必ず桟瓦表面のほこり、瓦粉、水分

　（雨水・霜）をふき取ってください。

＊冠瓦からフリーエアーロールがはみ出さな

　いよう、フリーエアーロール両端の位置と

　して、棟垂木から60mmの位置に目安線を引

　いてください。

＊フリーエアーロールは隅棟から大棟の順に施工してく

　ださい。

＊隅棟は軒から棟に向かって施工してください。（表面

　に印刷されている矢印を棟に向けて施工します。）

＊中央のブチルテープを棟垂木に貼り付けてください。

（表面の印刷は点線が中央線、実線が45mm幅です。

　この線を目安として棟垂木に貼り付けてください。）

＊フリーエアーロールを棟垂木や瓦形状に馴染ませなが

　ら、両端のブチルテープを目安線に合わせ、確実に瓦

　に貼り付けてください。（防水のため、隙間が出来な

　いように注意してください。）

＊フリーエアーロールのジョイント部は100 mm以上重ね

　てください。

桟瓦 目安線

両端のブチルテープを貼り付け
中央のブチルテープを貼り付け

棟垂木

隅棟：軒から棟へ施工

60mm 60mm

フリーエアーロールの特徴・貼り付け時の注意

＊フリーエアーロールは折りたたみ部分を広げると、最大幅340mmになります。

＊フリーエアーロールのプリーツ（折りひだ）は伸縮します。指圧やヘラやローラーを使用し、

　しっかりと瓦になじませ、瓦の段差や凸凹に隙間ができないようにしてください。

瓦の段差

フリーエアーロール

５２



　９．寄棟屋根の納まり　９－３．三角冠仕様

フリーエアーロールの各部の取り付け

隅棟先端

巴

棟違い（切妻）

Ｐ－換との取り合い

両端のブチルを袖瓦へ巻く

＊棟垂木先端より150mm程度長く残してください。

＊先端をきれいに折りたたみ、小口をふさぐように

小口を塞ぐ

両端のブチルを利用して、

ケラバ端

300mm
水上側

水下側100mm

登り淀

斜めにカット

フリーエアーロール

ケラバ端

　なじませながら、両端のブチルテープと瓦との隙

1
5
0
m
m

 棟垂木より150mm出す

①
②

①

目安線までしっかりと施工

両端のブチルを瓦裏面までしっかりと貼る

フリーエアーロール

大棟

隅棟

隅棟

フリーエアーロール

　間ができないように瓦裏面まで貼り付けてくださ

　い。

大棟芯 大棟芯

＊フリーエアーロールは袖瓦施工後に施工してくだ

　さい。

＊棟垂木先端より150mm程度長く残してください。

＊先端をきれいに折りたたみ、小口をふさぐように

　なじませながら、両端のブチルテープと瓦との隙

　間ができないように瓦裏面まで貼り付けてくださ

　い。

＊登り淀外端から水上側で300mm、水下側で100mm程度残し、斜めにカットしてください。

＊残した部分を棟垂木や瓦になじませながら貼り付けてください。このとき、水上側のブチルテープは

　小口をふさぐように、水下側へ折り曲げて隙間なく瓦に貼り付けてください。

曲り・三つ又

＊隅棟施工後に大棟を施工してください。

＊各方向から来るフリーエアーロールはそれぞれ

　曲り部・三つ又部を越えたところの、目安線ま

　で貼り付けてください。

＊Ｐ－換のＦ形用カバーと20mm程度重なるよう貼り付

　けてください。

＊Ｆ形用カバーとフリーエアーロールの隙間を埋める

　ために、フリーエアーロール端から100mm程度EPDM

　シーラー25×20を取り付けるか、防水テープを貼り

　付けてください。

フリーエアーロール

100
mm

Ｐ－換のＦ形用カバー

20㎜

EPDMシーラーで隙間を埋める

防水テープも利用可

５３



　９．寄棟屋根の納まり　９－３．三角冠仕様

断面図

[乾式：フリーエアーロールを使用]

[湿式：シリコン入南蛮しっくいを使用]

Ｆ２冠瓦

棟金具60

153

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）

野地板

スーパートライスマート桟瓦

スーパートライスマート桟瓦

棟垂木 42×42

フリーエアーロール Ｆ２冠瓦

棟金具40

80※

80※

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）

野地板

　【隅棟】

棟垂木 42×42

シリコン入南蛮しっくい
Ｆ２冠瓦

棟金具60

153

80※

80※

　【大棟】

　【大棟】

　【隅棟】

棟垂木 42×42

フリーエアーロール

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）

改質アスファルトルーフィング

（快適ロール）

野地板

野地板

スーパートライスマート桟瓦

スーパートライスマート桟瓦

棟垂木 42×42

Ｆ２冠瓦

棟金具40

シリコン入南蛮しっくい

133

133

（桟木15mm、縦桟2mmの場合）
※ルーフィングの上からの瓦厚み

30

30

５４

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ75mm

パッキン付ステンレスねじ75mm



流れ壁際

ステンレススクリュー釘32mm

EPDM流れ壁用シーラー

流れ壁捨水切

釘頭は瓦用接着剤で処理

平行壁流れ壁メタル

ルーフィング立ち上げ
250mm以上　かつ
平行壁流れ壁メタル
の上端より50mm以上
（目安は350mm程度）

流れ壁捨水切

平行壁流れ壁メタル

ステンレススクリュー釘32mm

の
上

端
よ

り
5
0
m
m
以

上
平

行
壁

流
れ

壁
メ

タ
ル

の
上

端
よ

り
5
0
m
m
以
上

流れ壁捨水切

EPDM流れ壁用シーラー

平行壁流れ壁メタル

ステンレススクリュー釘32mm

平
行

壁
流

れ
壁

メ
タ
ル

銅線又はステンレス線

[湿式の場合]

[乾式の場合]

EPDMシーラー25×20

ルーフィング立ち上げ
250mm以上　かつ
平行壁流れ壁メタル
の上端より50mm以上
（目安は350mm程度）

〃
〃

　　　ドリルにて穴開け
ハイブリッドリング釘Ｆ形用

【壁際が半端瓦の場合】

桟木２段

ハイパーアームを折る

メタル
平行壁流れ壁

厚のし

シリコン入南蛮しっくい

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程

度
）

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程
度
）

ステンレススクリュー釘32mm

ステンレススクリュー釘32mm

平行壁流れ壁メタル

EPDMシーラー25×20

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程

度
）

平行壁流れ壁メタル

厚のし

シリコン入南蛮しっくい

ステンレススクリュー釘32mm

平
行

壁
流

れ
壁

メ
タ

ル

[乾式の場合]

[湿式の場合]

（
目

安
は

3
5
0
m
m
程

度
）

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
ち

上
げ

寸
法

の
上

端
よ

り
5
0
m
m
以

上
の

上
端

よ
り

5
0
m
m
以

上
平

行
壁

流
れ

壁
メ

タ
ル

釘頭は瓦用接着剤で処理

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

笠木15×90

１０．その他の納まり　１０－１．壁際の納まり

平行壁際

＊ルーフィングは壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より

　50mm以上立ち上げてください。（目安は350mm程度）

＊壁際の桟瓦が半端瓦で納まる場合はレベルを調整し、釘打ち

（ドリル加工）等によりズレを防止してください。

＊EPDMシーラー25×20を笠木で圧縮して防水します。笠木と

　桟瓦の隙間が大きい場合はEPDMシーラー25×20を２段貼り

　してください。

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100mm以上重ね、瓦用

　接着剤で処理してください。

＊ルーフィングは壁面に沿って250mm以上かつ雨押え上端より50mm以上立ち上げてください。（目安は

　350mm程度）

＊流れ壁際は流れ壁捨水切を使用してください。

＊壁際の切断した小さい桟瓦は銅線又はステンレス線で緊結するか、瓦用接着剤で固定してください。

＊EPDM流れ壁用シーラー（１枚/２段）を貼り、笠木で圧縮して防水してください。

＊笠木は下面の高さが野地面から80mmの高さとなるように固定してください。

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100mm以上重ね、

　瓦用接着剤で処理してください。

５５



平行壁流れ壁メタル

平行壁流れ壁メタル

瓦用接着剤

【平行壁流れ壁メタル】

八千代折り

壁

流れ壁捨水切

笠木15×90以上
平行壁、流れ壁の高さを合わせて固定

平行壁流れ壁メタル

壁

流れ壁捨水切

平行壁流れ壁メタル

笠木15×90以上
平行壁、流れ壁の高さを合わせて固定

【平行壁流れ壁メタル】

瓦用接着剤

軒先メタル

瓦座

瓦座を
切り欠く

軒先まで施工してください。

壁
壁

流れ壁捨水切の先端は瓦上に60mm程度出し、上段の桟瓦の下に隠してください。

流れ壁捨水切

流れ壁

平行壁

60mm

流れ壁

平行壁

水勾配を付ける

カット
曲げる

よう、折り曲げる
上段の瓦に当らない

流れ壁捨水切
流れ壁捨水切

流れ壁捨水切を加工し

１０．その他の納まり　１０－１．壁際の納まり

出隅

入隅

＊流れ壁捨水切の先端は、軒先まで施工するか、桟瓦上に出すように加工してください。

＊平行壁、流れ壁の笠木が同じ高さになるように固定してください。

　笠木の高さは流れ壁の高さ（野地面から80mmの高さ）が基準となり

　ます。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、笠木に固定してください。

　平行壁流れ壁メタルの接合部は瓦用接着剤で処理してください。

＊平行壁、流れ壁の笠木が同じ高さになるように固定してください。笠木の高さは流れ壁の高さ（野

　地面から80mmの高さ）が基準となります。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、笠木に固定してください。平行壁流れ壁メタルの接合部

　は瓦用接着剤で処理してください。
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【壁止まりメタル】 【流れ壁捨水切】 【平行壁流れ壁メタル】

又
は

カット カット

立ち上げ袋加工

八千代折り

壁

流れ壁捨水切

平行壁流れ壁メタル

瓦座

軒先メタル

【軒先メタル】

折り曲げ

カット

下端を折り曲げかませる5mm
30mm

先端は
瓦より出す

１０．その他の納まり　１０－１．壁際の納まり

壁当たり部－大棟

＊大棟部を防水テープとEPDMシーラーで防水した後、壁際に笠木を固定してください。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、接合部を瓦用接着剤で処理してください。

＊板金と干渉する箇所をカットしたＦ２冠瓦を取り付けてください。

＊板金の上にＦ２冠瓦を固定した後、取り合い部分を瓦用接着剤で処理してください。

＊瓦を施工し、笠木を取り付けてください。

＊平行壁流れ壁メタルは図のように加工し、取り付けてください。

瓦座を切り欠き、
端まで伸ばす

【平行壁流れ壁メタル】

板金に干渉する部分
を切断加工

瓦用接着剤

壁止まり部－軒先

＊軒先メタルを図のように加工し、取り付けてください。

＊壁止まりメタル、又は図のように加工した流れ壁捨水切を、瓦より出して取り付けてください。

笠木15×90以上

防水テープ195×18m

EPDMシーラー25×20

流れ壁捨水切

冠瓦と板金の取り合い部を瓦用接着剤で処理

　欠き、水が流れるスペースを確保してください。

＊小動物の侵入を防ぐため、瓦座は端まで伸ばしてください。瓦座の端部は流れ壁捨水切の形状に切り
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笠木15×90以上

【平行壁流れ壁メタル】

壁

平行壁流れ壁メタル

壁

瓦用接着剤

【平行壁流れ壁メタル】

カット

壁

平行壁流れ壁メタル

下端を折り曲げかませる 立ち上げ袋加工

１０．その他の納まり　１０－１．壁際の納まり

壁当たり部－隅棟（廻隅仕様）

＊平行壁、流れ壁の笠木が同じ高さになるように固定してください。笠木の高さは流れ壁の高さ（野

　地面から80mmの高さ）が基準となります。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、笠木に固定してください。平行壁流れ壁メタルの接合部

　は瓦用接着剤で処理してください。

＊笠木を固定してください。

＊平行壁流れ壁メタルを図のように加工し、笠木に固定してください。平行壁流れ壁メタルの下端は

　必ず折り曲げ、袖瓦のヒレにかませてください。

壁当たり部－袖部（スマート袖の場合）
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トライ片流冠 (タマブチ付)

トライ片流冠 (タマブチ付)

トライ片流冠の内寸

破風板

化粧破風

タマブチ付：111

トライ片流冠の

内寸未満にする。

この寸法を

化粧破風

カバー鋼板

片流用ＢＫ棟金具

カバー鋼板参考図

100

65.8ﾟ 70

5

（現地調達）

※4.5寸勾配の一例

【破風板立ち上がりがある場合】

【破風板立ち上がりがない場合】

破風板高さ桟瓦

半端物

１枚物

80mm＋桟木15mm

60mm＋桟木15mm

化粧破風の厚み
以上の下地材

15

80

桟木は、図のように

取り付けてください

トライ片流冠

（タマブチ付）

桟瓦：半端物

18

【破風板立ち上がりがある場合】

桟瓦：半端物

桟瓦

半端物

１枚物 ２０

３０

棟金具高さ

トライ片流冠 (タマブチ付)

片流用ＢＫ棟金具３０

18

【破風板立ち上がりがない場合】

棟垂木 42×42

トライ片流巴右(タマブチ付)

トライ片流冠（タマブチ付）

トライ片流巴左 トライ片流巴右(タマブチ付)

トライ片流巴左

袖瓦を差し込む部分を切り欠く

かぶせ袖の場合

１０．その他の納まり　１０－２．片流の納まり

製品について

化粧破風との重なりについて

下地高さ・形状について

＊トライ片流冠（タマブチ付）を使用します。冠、巴は下記図のように配置してください。

＊トライ片流巴には、右・左がありますので注意して使用してください。

＊かぶせ袖仕様の場合は、片流巴の袖瓦を差し込む部分を現場にて切り欠いて使用してください。

＊破風板の立ち上がりがある場合、化粧破風の

　取付位置を調整することで、トライ片流冠と

　化粧破風に重なりが出来るように納めること

　が出来ます。

＊破風板の上端(又は高さ調整用の桟木等)から

　化粧破風の上端までの寸法が、トライ片流冠

　の内寸（タマブチ付：111）未満となるよう

　に、化粧破風の取付位置の検討を行ってくだ

　さい。重なりは納まり状況に応じて決定して

　ください。

＊破風板の立ち上がりがない場合、片流用ＢＫ

　棟金具を使用し、カバー鋼板（現地調達）の

　取り付けを推奨します。

＊カバー鋼板に重なるように化粧破風の取付位

　置の検討を行ってください。重なりは納まり

　状況に応じて決定してください。

＊下地高さ・形状は、下図を参考にしてください。
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片流用ＢＫ棟金具（２０,３０,４０）

(＋EPDMシーラー25×20)防水テープ
又はフリーエアーロール

の最高高さ

トライ片流冠

野地上端から

トライ片流冠（タマブチ付）

カバー鋼板

又はシリコン入り南蛮しっくい

タマブチ付の場合は、破風下から見上げたときに、タマブチ以外の箇所に

片流部

カバー鋼板参考図

※4.5寸勾配の一例

（現地調達）

リブ

リブ付で棟垂木をしっかりと

固定できる棟金具です。

鶴弥オリジナル副資材です。 100

65.8ﾟ

5

70

片流用ＢＫ棟金具

釘４本固定（片足２本）

910mmピッチ

（乾式は600mmピッチ推奨）

の最高高さ

トライ片流冠

野地上端から

桟瓦下地

107mm

127mm半端物

１枚物
破風板立ち上がり

92mm

半端物

１枚物
片流用棟金具

102mm

棟垂木 42×42

１０．その他の納まり　１０－２．片流の納まり

＊片流用ＢＫ棟金具の場合は、カバー鋼板（現地調達）の取り付けを推奨します。

＊片流用ＢＫ棟金具は、600mmピッチ又は910mmピッチで、釘４本固定してください。

＊乾式工法の場合は、片流用ＢＫ棟金具を600mmピッチ以内で取り付けることを推奨します。

＊棟金具高さは３種類です。状況に応じて異なりますので、前頁”下地高さ・形状について”を参考に

　施工してください。

＊破風板立上がりの場合も、下地高さ、形状が状況に応じて異なります。前頁”下地高さ・形状につい

　て”を参考に施工してください。

＊棟金具に棟垂木を釘で固定してください。

＊大棟と同様に、桟瓦の施工を行ってください。

＊乾式の場合は防水テープ（＋EPDMシーラー）又はフリーエアーロールを貼ってください。

　湿式の場合はシリコン入り南蛮しっくいを入れます。

＊棟の通りに注意して、トライ片流冠をパッキン付ステンレスねじ75mm １本で固定してください。

　（トライ片流巴はパッキン付ステンレスねじ75mm ２本で固定。）

EPDMシーラー25×20

隙間が出来やすいため、EPDMシーラー25×20を貼ることを推奨します。

６０

パッキン付ステンレスねじ75mm



取付手順：

①ドライバー等で瓦に２～３㎜

　隙間を空け、雪止金具本体部

　を差し込んでください。

②雪止金具本体部を手前に引き、

　瓦に止まっているかを確認し、

　留め具部分を置いてください。

③ステンレスワッシャ、ナット

　(M8)を取り付け、スパナ(13

　サイズ)又はレンチでしっか

　りと固定してください。

留め具

雪止金具本体部を手前に引き
瓦に止まっているか確認

スパナ(13サイズ)又はレンチ

軒桁上に
横一列

緑 マットグリーン

銀 銀鱗(ギンリン)

雪止金具 瓦色

黒

茶

クールブラック

クールブラウン

クールグレー

美銀(ビギン)

ハイブリッドリング釘Ｆ形用

スマート雪止瓦 スマート桟瓦

ハイブリッド

リング釘Ｆ形用

１０．その他の納まり

雪止瓦及び雪止金具の取付方法

＊雪止には、同質の雪止瓦と、金属製の雪止金具があります。

＊雪止は一般的に軒桁上に横一列で取り付けてください。

＊積雪量、屋根勾配ごとに雪止の取り付け段数や枚数が異なります。特に積雪の多い地域では屋根全面で

　雪を止められるよう、雪止の段数を増やすことをお勧めします。（一部に雪が集中すると瓦や屋根の

　破損の原因となります。）

＊積雪量の少ない地域でも、敷地条件等によっては雪止を設置することをお勧めします。（カーポートや

　隣地等への雪の落下防止のため）

＊地域ごとに雪質等も異なるため、地域にあった施工をし

　てください。

＊雪止は雪を完全に止めるものではありません。大きな

　雪の塊や、急激な雪の落下を和らげるものです。雪止

　を取り付けても、気象条件などによっては雪が落下す

　る事があります。

後付雪止金具の取付方法

＊雪止金具後付は屋根施工後に雪止を追加する場合に使用してください。

　（通常の雪止の設置には上記の雪止瓦、雪止金具を使用してください。）

＊雪止金具後付は軒桁上に横一列で取り付け､積雪量､屋根勾配に応じて

　取り付け数を増やしてください。

　［雪止瓦の取付方法］

＊雪止瓦は全色取り揃えています。

＊ハイブリッドリング釘Ｆ形用２ヶ所で

　固定してください。

　［雪止金具の取付方法］

＊ハイブリッドリング釘Ｆ形用で下図のように固定してくだ

　さい。
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色：黒・茶・銀・緑

　１０－３．雪止瓦及び雪止金具の施工

スマート雪止金具

＊雪止金具はスマート雪止金具を使用し、色種は下表を参考

　に選択してください。

スマート雪止金具後付

＊雪止金具後付はスマート雪止金具後付を使用してください。



例１）２階天井面積：84㎡（切妻） 例２）２階天井面積：60㎡（切妻）＋１階天井面積：28㎡（寄棟）

84㎡÷33.6㎡＝2.5本 2階：60㎡÷33.6㎡＝1.8本　よって必要本数2本
よって必要本数3本 1階：28㎡÷33.6㎡＝0.8本　よって必要本数1本

有効な位置に配置 有効な位置に配置
（均等割りなど） （均等割りなど）

［製品仕様］

野地開口　　：27ｍｍ×780ｍｍ

有効開口面積：210ｃ㎡ 対応勾配　　：3.0寸～7.0寸

［梱包内容］

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ ﾊﾟｯｷﾝ付  
棟換気本体 Ｆ形用カバー 防水テープ

  　 ねじ ｽﾃﾝﾚｽねじ

１本 ２本 ２本 ８枚 14本 ３本53

910 50
840

100
40

48
塗装GL鋼板0.4mm 塗装GL鋼板0.4mm 塗装GL鋼板0.4mm

パッキン付ステンレスねじ65mm
（付属品）冠1本／枚

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）

27
野地
開口

35

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）
桟木固定位置

例）湿式工法

27
野地
開口

45

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）
桟木固定位置

パッキン付ステンレスねじ65mm
（付属品）冠1本／枚

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

・小屋裏換気の排気口として使用します。

対応天井面積：33.6㎡(10.2坪)（有効開口面積の1600倍）

SUS410
ラスパート塗装

SUS305
ブロンズ色塗装

100mm×50mm
ブチル系

25mm 65mm

例）半端瓦

例）１枚物

空気の流れ

例）１枚物

例）半端瓦

湿式プレート ※

※乾式工法の場合は不要

842

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞねじ25㎜（付属品）

棟金具４０

湿式プレート

棟換気本体

Ｆ形用カバー（付属品）

シリコン入南蛮しっくい

Ｆ２冠瓦

桟木２段

防水テープ（付属品）

空気の流れ

桟木２段

Ｆ２冠瓦

Ｆ形用カバー（付属品）

棟換気本体

棟金具４０

防水テープ（付属品）

スマート桟瓦

スマート桟瓦

１０．その他の納まり　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－１　Ｐ－換

棟換気Ｐ－換　断面及び施工のポイント

棟換気Ｐ－換　取り付け位置と本数

＊大棟部に取り付けてください。

＊独立した小屋裏ごとに、換気に有効な位置に取り付けてください。

＊天井面積に対し必要本数を取り付けてください。

①取り付け方法の確認

　　大棟の棟金具高さ40以上が使用条件

　　（棟垂木42×42の場合）

②取り付け位置の確認

　　棟換気を２本連続で施工する場合は

　　野地開口の間隔を120mm設ける

③換気本体の防水処理

　　本体を野地開口の中央に取り付ける

　　本体両端部は入念に防水テープ処理

④桟瓦の施工

　　桟木は棟芯から【乾式】35㎜､【湿式】45㎜

　　の位置で２段取り付ける

　（桟瓦と冠瓦の隙間を小さくするため、

　　棟際の桟瓦が１枚物で納まる場合も

　　桟木は２段取り付ける）

　　本体部分の桟瓦は湿式プレートに

　　あたる部分を切り欠いて施工

⑤桟瓦尻部を防水処理

　　桟瓦の尻部横重なり箇所を

　　防水テープ処理（瓦６枚分）

⑥Ｆ２冠瓦の取り付け

　　Ｆ形用カバーの突起はＦ２冠瓦の

　　タマブチに干渉する突起のみを

　　折り倒しＦ２冠瓦を取り付ける

例）乾式工法

ピーカン

６２

棟換気Ｐ－換　仕様及び梱包内容



27mm

棟換気本体

湿式プレート棟換気本体

断面図

【乾式】 【湿式】

本体
棟換気

棟換気部分の断面

120
mm

野地開口

野地開口

60㎜

（３）桟瓦を施工してください。

【１本の場合】 【２本の場合】

引っ掛ける
端を

（湿式プレートに

尻剣を切断

棟換気本体

[湿式]

当たるところ
のみ）

瓦を切欠く

[乾式]

【乾式】 【湿式】

桟木固定位置

【乾式】 【湿式】

桟木固定位置

棟換気部分以外の断面棟換気部分の断面

35 45

棟金具

（棟芯から35mm）

【乾式】

（棟芯から45mm）

910
mmピ

ッチ

910
mmピ

ッチ

（棟芯から20mm）

　　　換気本体の両端は防水テープで防水してください。

湿式プレート

　　　棟換気本体際の桟瓦の横重なりの尻側を覆うように防水テープ

　　　(100×50)を横長に貼ってください。（片側３ヶ所）

ハイパーアーム切断

棟換気本体同士は60mm離して取り付けてください。

湿式プレート

（付属品）

（付属品）
コーススレッドねじ25mm

防水テープ100×50

（１）野地を幅27㎜長さ780㎜で開口してください。

　　　片側３本で固定してください。(乾式工法の場合は湿式プレート不要)

（２）棟金具を910㎜ピッチで換気本体の両端に固定してください。

35
20

棟金具 棟金具

棟換気本体

湿式プレート

桟木２段

桟木２段

桟木２段 桟木２段

【湿式】

野地開口 78
0mm

桟木２段

　　　湿式の場合は、棟換気本体の両脇に湿式プレートを引っ掛けるように取り付け、棟換気本体と湿式プレートを一緒にコーススレッドねじ25㎜

【乾式】
【湿式】

　棟換気本体際桟瓦の横重なりの尻側を

　覆うように貼る（片側３ヶ所）

［乾式］棟芯から35㎜の位置に桟木を２段取り付けます。

［湿式］棟換気部分の桟木は棟芯から45㎜で２段施工します。

　　　　棟換気部分以外の桟木は、棟芯より20mmで２段施工します。 [乾式]１枚物の桟瓦で納まる場合は尻剣を除去して釘で固定してください。

[湿式]桟瓦が湿式プレートに当たるところのみ、瓦を切欠いて釘で固定

　　　してください。

連続して取り付ける場合は､野地開口の間隔を120mmあけてください。

[乾式]陸棟の防水テープはＦ形用カバーと20㎜重なるよう貼ってくださ

　　　い。シーラーの厚みが足りない場合はＦ形用カバーの下になる所

　　　にシーラーを増し貼りしてください。

[湿式]湿式プレートの脇、Ｆ形用カバーの下になる所にシリコン入南蛮

　　　しっくいを入れてください。

20㎜

【湿式】

【乾式】

Ｆ形用カバー

コーススレッドねじ25mm
（付属品）

シリコン入
南蛮しっくい

EPDMシーラー

防水テープ

湿式プレート

　防水テープ（付属品）

棟垂木

　　　25mmで片側４本ずつ固定してください。

（４）棟金具に棟垂木を取り付け、Ｆ形用カバーをコーススレッドねじ （５）Ｆ２冠瓦を付属のﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽねじ65㎜で固定してください。

　　　この際、Ｆ２冠瓦のタマブチに干渉するの突起のみを折り倒して

　　　Ｆ２冠瓦を取り付けてください。

Ｆ２冠瓦

干渉する突起を
折り倒す

タマブチ

ﾊﾟｯｷﾝ付ｽﾃﾝﾚｽねじ65mm
（付属品）

１０．その他の納まり

棟換気Ｐ－換　施工手順

ピーカン

　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－１　Ｐ－換

６３



 ＋ブチル粘着材

ポリプロピレン(黒)

対応勾配　　：3.0寸～10.0寸

１本

［梱包内容］

４本 ４本 ２本

付属ねじ

 連結用テープ

22
7m
m

EPDMシート　　　

 排気口

本体固定用ねじ
L=20mm×４本

瓦固定ねじサンレイ用
L=75mm×２本

本体

230mm

野地開口　　：36ｍｍ×200ｍｍ

有効開口面積：70.7ｃ㎡

ＳＵＳＸＭ７ ＳＵＳＸＭ７

L=51mm×４本

瓦固定ねじJ･F形用(2本)
ＳＵＳＸＭ７

使用しません

棟金具は高さが20mm低いものを使用）

尻剣を折る（エアフローにのる瓦のみ）　

片足２本ずつ

スマート桟瓦

36
野地開口

棟換気エアフローＰｌｕｓ+本体

棟金具０（棟換気エアフローＰｌｕｓ+上に取り付ける

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

・小屋裏換気の排気口として使用します。

対応天井面積：11.3㎡（3.4坪）（有効開口面積の1600倍）

棟金具固定用ねじ(2本)

例２）２階天井面積：60㎡（切妻）＋１階天井面積：28㎡（寄棟）

有効な位置に配置
（均等割りなど）（均等割りなど）

有効な位置に配置

例１）２階天井面積：90㎡（切妻）

よって必要本数8本
90㎡÷11.3㎡＝7.9本 2階：60㎡÷11.3㎡＝5.3本　よって必要本数6本

1階：28㎡÷11.3㎡＝2.4本　よって必要本数3本

１０．その他の納まり　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－２　棟換気エアフローＰｌｕｓ+

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　仕様及び梱包内容

棟換気エアフローＰｌｕｓ+　取り付け位置と本数

棟換気エアフローＰｌｕｓ+ 断面図

＊大棟部に取り付けてください。

＊独立した小屋裏ごとに、換気に有効な位置に取り付けてください。

＊天井面積に対し必要本数を取り付けてください。

※乾式工法、湿式工法どちらにもお使いいただけます。

［製品仕様］

本体固定用ねじ20㎜(付属品)

６４

瓦固定ねじ51㎜(付属品)

片足２本ずつ
棟金具固定用ねじ51㎜(付属品)



棟金具

桟瓦 桟瓦

断面図

垂木施工後、取り付け

尻剣を折る
スマート桟瓦

瓦固定ねじＪ・Ｆ形用51mm（付属品）910
mmピ

ッチ

910
mmピ

ッチ

桟木

棟金具２０

棟換気
エアフロー
Ｐｌｕｓ+

ＢＫ棟金具０（ベルト）

連結用テープ

折り返す

棟芯 野地開口

Ｌ＝200
mm×

必要本数

36mm

棟垂木

１０．その他の納まり　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－２　棟換気エアフローＰｌｕｓ+

※乾式工法、湿式工法どちらにもお使いいただけます。棟換気エアフローＰｌｕｓ+　施工手順

（１）換気口を開けてください。

　　　１本に対し、幅36mm、長さ200mmで開口

　　　してください。

　　　本数に応じて長さ200mmを倍数してくだ

　　　さい。

（２）棟換気エアフローＰｌｕｓ+を取り付けてくだ

　　　さい。本体は本体固定用ねじ20mm４本で固定

　　　してください。

　　　複数本を連結する場合は、しっかりと側面を

　　　合わせ、連結用テープで固定してください。

　　　末端のテープは折り返すか、切断してくださ

　　　い。

（３）棟金具を910mmピッチで取り付けてください。

　　　棟換気エアフローＰｌｕｓ+上に取り付ける棟金具は、通常より20mm低いものを使用してください。

　　　棟金具の足を本体の形に合わせ、手で軽く曲げ、片足２本ずつ、棟金具固定用ねじ51mmで固定し

　　　てください。

　　　桟木を棟換気部以外へ取り付けてください。

　　　棟換気エアフローＰｌｕｓ+上にのる桟瓦は尻剣を折り、瓦固定ねじ51mmで固定してください。

75mm又は100mm
パッキン付ステンレスねじ

Ｆ２冠瓦

桟木
棟換気エアフローＰｌｕｓ+
との段差が気になる場合は、
高さ調整のため桟木を斜め
打ちしてください。

　棟金具用ねじ51mm（付属品）

ＢＫ棟金具０（ベルト）

（４）あとは通常の施工方法通り施工してください。

　　　防水テープ、EPDMシーラー25×20（フリーエアーロール）又はシリコン入南蛮しっくいを施工し、

　　　Ｆ２冠瓦を取り付けてください。

防水テープ、EPDMシーラー25×20

（フリーエアーロール）
        又は
シリコン入南蛮しっくい

本体固定用ねじ20mm(付属品)

６５



止水用テープ

　　１２ヶ所で固定

例）下屋壁際への設置

止水用テープ

　　１２ヶ所で固定

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+本体

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+本体

対応勾配　　：3.0寸以上

１本

［梱包内容］

野地開口　　：23ｍｍ×240ｍｍ×２ヶ所

有効開口面積：106.1ｃ㎡

付属品

L=20mm×１２本

本体

ポリプロピレン(黒) 両面印刷

681
㎜

135㎜本体

止水用テープ
（裏面）

排気口

１枚

施工要領書本体固定用ねじ

ＳＵＳＸＭ７

施工要領書

１２本

90
20

野地開口
取付位置 23

90
20

野地開口
取付位置 23

対応天井面積：16.9㎡（5.1坪）（有効開口面積の1600倍）

・住宅金融支援機構の｢住宅工事仕様書｣小屋裏換気の内容：吸気口の面積を天井面積の1/900以上とし､排気口の面積を天井面積の1/1600以上とする

・小屋裏換気の排気口として使用します。

１０．その他の納まり　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－３ 野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+　仕様及び梱包内容

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+  　取り扱いの注意

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+  　断面図

＊大棟がある場合には、Ｐ－換・棟換気エアフローＰｌｕｓ+等の棟換気を優先して取り付けます。

＊野地面換気エアフローＰｌｕｓ+は、大棟へ設置した棟換気のみでは充分な換気量が取れない場合

　や、片流、方形屋根、急勾配屋根(１０寸勾配を越える場合)、平行壁際に使用できます。

＊天井面積に対し、必要本数を取り付けてください。

＊野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の取付位置は出来るだけ最上段の桟瓦下に取り付けます。

　最上段が桟切断瓦の場合又は方形屋根の場合には、２段目又は３段目の桟瓦下に取り付けます。

［製品仕様］

例）片流屋根への設置

本体固定用ねじ20㎜(付属品)

本体固定用ねじ20㎜(付属品)

６６



ださい。

換気エアフローＰｌｕｓ+の周囲を瓦用接着剤で処理してく

桟瓦

　垂木芯

90mm 野地開口２箇所

桟木（棟際２段目）

桟木（棟際）
90mm

野地開口

50m
m

50m
m

（例：片流屋根）

90mm

野地面換気エアフロー

止水用テープ

※注意

20mm

野地開口

止水用テープの剥離紙
をはがす

本体固定用ねじ20mm(付属品)

１２ヶ所で固定

表面に水抜き機能の凹凸があるルーフィングの場合は野地面

ルーフィング
水抜き機能の凹凸がある

Ｐｌｕｓ+

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

240
mm

240
mm

23mm

23mm

取付位置 20mm
野地開口

瓦
用
接
着
剤

23mm

棟垂木

片流用ＢＫ棟金具

１０．その他の納まり　１０－４．パッシブ型小屋裏換気－３ 野地面換気エアフローＰｌｕｓ+

野地面換気エアフローＰｌｕｓ+　施工手順

（１）野地面換気エアフローＰｌｕｓ+ １本に対し、幅23mm×長さ240mmを２ヶ所、棟際２段目の

　　　桟木上端より90mmの位置に開口してください。なお、開口は垂木芯から左右 50mmの位置に設け

　　　てください。桁行き長さに対し必要本数が取り付けられない場合、又は棟際が小さな半端瓦で納

　　　まり、野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の取り付けが困難な場合は一段下（棟際３段目の桟木の

　　　上）を開口してください。

（２）野地面換気エアフローＰｌｕｓ+の下端を棟際２段目の桟木上端より20mm程度の位置に合わせ、

　　　止水用テープの剥離紙をはがして、本体固定用ねじ20mm１２ヶ所で固定してください。

パッキン付ステンレスねじ75mm

防水テープ、EPDMシーラー25×20

（フリーエアーロール）

        又は

シリコン入南蛮しっくい

本体固定用ねじ20mm(付属品)

６７

（３）あとは通常の施工方法通り施工してく

　　　ださい。桟瓦を施工し、防水テープ、

　　　EPDMシーラー25×20（フリーエアー

　　　ロール）又はシリコン入南蛮しっくい

　　　を施工し、冠瓦を取り付けてください。



袖部

軒先

棟

３段

３段

３列

３列

３段

３段

平部 周辺部

平均高さＨ

３０ｍ/sec

３２ｍ/sec 千鳥

千鳥 千鳥 千鳥

全数

全数

全数 全数

基準風速 Ｖｏ

千鳥

千鳥

※
７ｍ ８ｍ ９ｍ １０ｍ以上６ｍ

（１３ｍ未満）

３４ｍ/sec以上 全数 全数 全数 全数 全数
（４４ｍ/sec未満）

※平均高さが１３ｍ以上、または基準風速４４ｍ/sec以上の場合は弊社営業担当へご相談ください。

※平均高さＨの値は建築物の高さと軒の高さの平均値を示します。

ホームページよりダウンロードできます。

http://www.try110.com/pro/data/wind-resistance.html

確認申請用資料として、耐風圧性能検討書を作成できるExcelファイルを

全数釘打ち 千鳥釘打ち

１１．その他　１１－１．桟瓦釘打ち基準

桟瓦釘打ち基準

＜周辺部＞

＊軒先・棟・袖部などの周辺部は３段、３列を必ず全数釘で固定してください。

＊屋根面の流れ長さが９ｍ以上の場合は、国土交通省告示第1458号に基づき周辺部長さを求

　めてください。

＜平部＞

　基準風速区分一覧表にて定められた地域と屋根高さにより平部の釘打ち基準が異なります。

　下表により平部の釘打ち方法を全数釘打ちか千鳥釘打ちかのどちらかを選択してください。

　ただし、建築基準法にて構造計算が必要な物件については、基準風速３０ｍ/sec、３２ｍ/sec

　地域でも全数釘打ちしてください。

切妻屋根 寄棟屋根

６８



Ｖｏの区分 適応地域数値

一 ３０ 二から九までに掲げる地方以外の地方

二 ３２ 北海道のうち 札幌市　小樽市　網走市　留萌市　稚内市　江別市　紋別市　名寄市　千歳市　恵庭市　北広島市　石狩市　石狩郡　

厚田郡　浜益郡　増毛郡　留萌郡　苫前郡　天塩郡　宗谷郡　枝幸郡　礼文郡　利尻郡　幌泉郡　川上郡　新冠郡　静

内郡　三石郡　斜里郡のうち清里町及び小清水町　厚岸郡のうち厚岸町　夕張郡のうち由仁町及び長沼町　上川郡のう

ち風連町及び下川町　様似郡　中川郡のうち美深町、音威子府村及び中川町　空知郡のうち南幌町　浦河郡　網走郡の

うち東藻琴村、女満別町及び美幌町　沙流郡のうち平取町　常呂郡のうち端野町、佐呂間町及び常呂町　勇払郡のうち

追分町及び穂別町　紋別郡のうち上湧別町、湧別町、興部町、西興部村及び雄武町

岩手県のうち 久慈市　岩手郡のうち葛巻町　下閉伊郡のうち田野畑村及び普代村　二戸郡　九戸郡のうち野田村及び山形村

秋田県のうち 秋田市 大館市 北秋田郡のうち鷹巣町、比内町、合川町及び上小阿仁村 本荘市 鹿角市 由利郡のうち仁賀保町、金浦

町、象潟町、岩城町及び西目町 南秋田郡のうち五城目町、昭和町、八郎潟町、飯田川町、天王町及び井川町 鹿角郡

山形県のうち 鶴岡市　酒田市　西田川郡　飽海郡のうち遊佐町

茨城県のうち 水戸市　下妻市　ひたちなか市　東茨城郡のうち内原町　結城郡　西茨城郡のうち友部町及び岩間町　真壁郡のうち

明野町及び真壁町　猿島郡のうち五霞町、猿島町及び境町　新治郡のうち八郷町

埼玉県のうち 川越市　大宮市　所沢市　狭山市　上尾市　与野市　入間市　桶川市　久喜市　富士見市　上福岡市　蓮田市　幸手市

北足立郡のうち伊奈町　南埼玉郡　入間郡のうち大井町及び三芳町　北葛飾郡のうち栗橋町、鷲宮町及び杉戸町

東京都のうち 八王子市 立川市 昭島市 日野市 東村山市 福生市 東大和市 羽村市 武蔵村山市 あきる野市 西多摩郡のうち瑞穂町

神奈川県のうち足柄上郡のうち山北町　津久井郡のうち津久井町、相模湖町及び藤野町

新潟県のうち 両津市　佐渡市　岩船郡のうち山北町及び粟島浦村

福井県のうち 敦賀市　小浜市　三方郡　遠敷郡　大飯郡

山梨県のうち 富士吉田市　南巨摩郡のうち南部町及び富沢町　南都留郡のうち秋山村、道志村、忍野村、山中湖村及び鳴沢村

岐阜県のうち 多治見市　関市　美濃市　美濃加茂市　各務原市　可児市　山県郡　武儀郡のうち洞戸村及び武芸川町　加茂郡のうち

静岡県のうち 坂祝町及び富加町　揖斐郡のうち藤橋村及び坂内村　本巣郡のうち根尾村

静岡市　浜松市　清水市　富士宮市　島田市　磐田市　焼津市　掛川市　藤枝市　袋井市　湖西市　富士郡　庵原郡

志太郡　小笠郡　浜名郡　榛原郡のうち御前崎町、相良町、榛原町、吉田町及び金谷町　盤田郡のうち浅羽町、福田町、

竜洋町及び豊田町　引佐郡のうち細江町及び三ヶ日町

愛知県のうち 豊橋市　瀬戸市　春日井市　豊川市　豊田市　小牧市　西加茂郡のうち三好町　犬山市　尾張旭市　日進市　愛知郡

丹羽郡　額田郡のうち額田町　宝飯郡

滋賀県のうち 大津市　草津市　守山市　滋賀郡　栗太郡　伊香郡　高島郡

京都府

大阪府のうち 高槻市　枚方市　八尾市　寝屋川市　大東市　柏原市　東大阪市　四條畷市　交野市　三島郡　南河内郡のうち太子町、

河南町及び千早赤阪村

兵庫県のうち 姫路市　相生市　豊岡市　龍野市　赤穂市　西脇市　加西市　篠山市　多可郡　飾磨郡　神崎郡　揖保郡　赤穂郡

宍粟郡　城崎郡　出石郡　美方郡　養父郡　朝来郡　氷上郡

奈良県のうち 奈良市　大和高田市　大和郡山市　天理市　橿原市　桜井市　御所市　生駒市　香芝市　添上郡　山辺郡　生駒郡

磯城郡　高市郡　北葛城郡　宇陀郡のうち大宇陀町、菟田野町、榛原町及び室生村

鳥取県のうち 鳥取市　岩美郡　八頭郡のうち郡家町、船岡町、八東町及び若桜町

島根県のうち 益田市　隠岐郡　美濃郡のうち匹見町　鹿足郡のうち日原町

岡山県のうち 岡山市　倉敷市　玉野市　笠岡市　備前市　和気郡のうち日生町　邑久郡　児島郡　都窪郡　浅口郡

広島県のうち 広島市　竹原市　三原市　尾道市　福山市　東広島市　安芸郡のうち府中町　佐伯郡のうち湯来町及び吉和村　山県郡

福岡県のうち のうち筒賀村　賀茂郡のうち河内町　豊田郡のうち本郷町　御調郡のうち向島町　沼隈郡

山田市　甘木市　八女市　豊前市　小郡市　朝倉郡　浮羽郡　三井郡　八女郡　築上郡　嘉穂郡のうち桂川町、稲築町、

碓井町及び嘉穂町　田川郡のうち添田町、川崎町、大任町及び赤村　京都郡のうち犀川町

熊本県のうち 山鹿市　菊池市　玉名郡のうち菊水町、三加和町及び南関町　鹿本郡　菊池郡　阿蘇郡のうち一の宮町、阿蘇町、産山

村、波野村、蘇陽町、高森町、白水村、久木野町、長陽村及び西原村

大分県のうち 大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 西国東郡　東国東郡 速見

郡 北海部郡 南海部郡 大野郡 大分郡のうち野津原町、挾間町及び庄内町 直入郡 下毛郡 宇佐郡

宮崎県のうち 西臼杵郡のうち高千穂町及び日之影町　東臼杵郡のうち北川町

三 ３４ 北海道のうち 函館市　室蘭市　苫小牧市　根室市　登別市　伊達市　松前郡　上磯郡　亀田郡　茅部郡　虻田郡　勇払郡のうち早来

町、厚真町及び鵡川町　白老郡　野付郡　標津郡　目梨郡　斜里郡のうち斜里町　岩内郡のうち共和町　積丹郡　古平

郡　余市郡　有珠郡　沙流郡のうち門別町　厚岸郡のうち浜中町

青森県

岩手県のうち 二戸市　九戸郡のうち軽米町、種市町、大野村及び九戸村

秋田県のうち 能代市　男鹿市　北秋田郡のうち田代町　南秋田郡のうち若美町及び大潟村　山本郡

茨城県のうち 土浦市　石岡市　龍ヶ崎市　牛久市　行方郡のうち麻生町、北浦町及び玉造町　岩井市　つくば市　東茨城郡のうち

茨城町、小川町、美野里町及び大洗町　水海道市　取手市　鹿島郡のうち旭村、鉾田町及び大洋村　稲敷郡　新治郡

のうち霞ヶ浦町、玉里町、千代田町及び新治村　筑波郡　北相馬郡

埼玉県のうち 川口市　浦和市　岩槻市　春日部市　草加市　越谷市　蕨市　戸田市　鳩ヶ谷市　朝霞市　志木市　和光市　新座市

八潮市　三郷市　吉川市　北葛飾郡のうち松伏町及び庄和町

千葉県のうち 市川市　船橋市　松戸市　野田市　柏市　流山市　八千代市　我孫子市　鎌ヶ谷市　浦安市　印西市　東葛飾郡　印旛

郡のうち白井町

東京都のうち 二十三区　武蔵野市　三鷹市　府中市　調布市　町田市　小金井市　小平市　国分寺市　国立市　田無市　保谷市　

狛江市　清瀬市　東久留米市　多摩市　稲城市

神奈川県のうち横浜市　川崎市　平塚市　鎌倉市　藤沢市　小田原市　茅ヶ崎市　相模原市　秦野市　厚木市　大和市　伊勢原市　

海老名市　座間市　南足柄市　綾瀬市　中郡　足柄上郡のうち中井町、大井町、松田町及び開成町　足柄下郡　愛甲郡

津久井郡のうち城山町　高座郡

１１．その他　１１－１．桟瓦釘打ち基準（基準風速区分表－１）
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三 ３４ 岐阜県のうち 岐阜市　大垣市　羽島市　羽島郡　海津郡　養老郡　不破郡　安八郡　揖斐郡のうち揖斐川町、谷汲村、大野町、池田

町、春日村及び久瀬村　本巣郡のうち北方町、本巣町、穂積町、巣南町、真正町及び糸貫町

静岡県のうち 沼津市　熱海市　三島市　富士市　御殿場市　裾野市　田方郡　駿東郡　賀茂郡のうち松崎町、西伊豆町及び賀茂村

愛知県のうち 名古屋市　岡崎市　一宮市　半田市　津島市　碧南市　刈谷市　安城市　西尾市　蒲郡市　常滑市　江南市　尾西市

稲沢市　東海市　大府市　知多市　　知立市　高浜市　岩倉市　豊明市　西春日井郡　葉栗郡　中島郡　海部郡　　

知多郡　幡豆郡　額田郡のうち幸田町　渥美郡

三重県

滋賀県のうち 彦根市　長浜市　近江八幡市　八日市市　野洲郡　甲賀郡　蒲生郡　神崎郡　愛知郡　犬上郡　坂田郡　東浅井郡

大阪府のうち 大阪市　堺市　岸和田市　豊中市　池田市　吹田市　泉大津市　貝塚市　守口市　茨木市　泉佐野市　富田林市　河

内長野市　松原市　和泉市　箕面市　羽曳野市　門真市　摂津市　高石市　藤井寺市　泉南市　大阪狭山市　阪南市　

豊能郡　泉北郡　泉南郡　南河内郡のうち美原町

兵庫県のうち 神戸市　尼崎市　明石市　西宮市　洲本市　芦屋市　伊丹市　加古川市　宝塚市　三木市　高砂市　川西市　小野市

三田市　川辺郡　美嚢郡　加東郡　加古郡　津名郡　三原郡

奈良県のうち 五條市　吉野郡　宇陀郡のうち曽爾村及び御杖村

和歌山県

島根県のうち 鹿足郡のうち津和野町、柿木村及び六日市町

広島県のうち 呉市　因島市　大竹市　廿日市市　賀茂郡のうち黒瀬町　安芸郡のうち海田町、熊野町、坂町、江田島町、音戸町、

倉橋町、下蒲刈町及び蒲刈町　佐伯郡のうち大野町、佐伯町、宮島町、能美町、沖美町及び大柿町　豊田郡のうち安

芸津町、安浦町、川尻町、豊浜町、豊町、大崎町、東野町、木江町及び瀬戸田町

山口県

香川県

徳島県のうち 三好郡のうち三野町、三好町、池田町及び山城町

愛媛県

高知県のうち 土佐郡のうち大川村及び本川村　吾川郡のうち池川町

福岡県のうち 北九州市　福岡市　大牟田市　久留米市　直方市　飯塚市　田川市　柳川市　筑後市　大川市　行橋市　中間市　筑紫

野市　春日市　大野城市　宗像市　太宰府市　前原市　古賀市　筑紫郡　糟屋郡　宗像郡　遠賀郡　鞍手郡　嘉穂郡の

うち筑穂町、穂波町、庄内町及び頴田町　糸島郡　三潴郡　山門郡　三池郡　田川郡のうち香春町、金田町、糸田町、

赤池町及び方城町　京都郡のうち苅田町、勝山町及び豊津町

佐賀県

長崎県のうち 長崎市　佐世保市　島原市　諫早市　大村市　平戸市　松浦市　西彼杵郡　東彼杵郡　北高来郡　南高来郡　北松浦郡

壱岐郡　下県郡　上県郡　南松浦郡のうち若松町、上五島町、新魚目町、有川町及び奈良尾町

熊本県のうち 熊本市　八代市　人吉市　荒尾市　水俣市　玉名市　本渡市　牛深市　宇土市　玉名郡のうち岱明町、横島町、天水町、

玉東町及び長洲町　宇土郡　下益城郡　上益城郡　八代郡　葦北郡　球磨郡　天草郡

宮崎県のうち 延岡市　日向市　西都市　西諸県郡のうち須木村　西臼杵郡のうち五ヵ瀬町　東臼杵郡のうち門川町、東郷町、南郷村、

西郷村、北郷村、北方町、北浦町、諸塚村及び椎葉村　児湯郡

四 ３６ 北海道のうち 山越郡　桧山郡　爾志郡　久遠郡　奥尻郡　瀬棚郡　島牧郡　寿都郡　磯谷郡　古宇郡　岩内郡のうち岩内町

茨城県のうち 鹿嶋市　鹿島郡のうち神栖町及び波崎町　行方郡のうち牛堀町及び潮来町

千葉県のうち 千葉市　佐原市　成田市　佐倉市　習志野市　四街道市　八街市　香取郡　印旛郡のうち酒々井町、富里町、印旛村、

本埜村及び栄町　山武郡のうち山武町及び芝山町

神奈川県のうち横須賀市　逗子市　三浦市　三浦郡

静岡県のうち 伊東市　下田市　賀茂郡のうち東伊豆町、河津町及び南伊豆町

徳島県のうち 徳島市　鳴門市　小松島市　阿南市　勝浦郡　名東郡　名西郡　板野郡　那賀郡のうち那賀川町及び羽ノ浦町　阿波郡

麻植郡　美馬郡　三好郡のうち井川町、三加茂町、東祖谷山村及び西祖谷山村

高知県のうち 宿毛市　長岡郡　土佐郡のうち鏡村、土佐山村及び土佐町　高岡郡のうち佐川町、越知町、檮原町、大野見町、東津野

村、葉山村、仁淀村及び日高村　吾川郡のうち伊野町、吾川村及び吾北村　　幡多郡のうち大正町、大月町、十和村、

西土佐村及び三原村

長崎県のうち 福江市　南松浦郡のうち富江町、玉之浦町、三井楽町、岐宿町及び奈留町

宮崎県のうち 宮崎市　都城市　日南市　小林市　串間市　えびの市　宮崎郡　南那珂郡　北諸県郡　西諸県郡のうち高原町及び

野尻町　東諸県郡

鹿児島県のうち川内市　阿久根市　出水市　大口市　国分市　出水郡　鹿児島郡のうち吉田町　薩摩郡のうち樋脇町、入来町、東郷町、

宮之城町、鶴田町、薩摩町及び祁答院町　伊佐郡　姶良郡　曽於郡

３８ 千葉県のうち 銚子市 館山市 木更津市 茂原市 東金市 八日市場市 旭市 勝浦市 市原市 鴨川市 君津市 富津市 袖ヶ浦市　海上郡

匝瑳郡　長生郡　山武郡のうち大網白里町、九十九里町、成東町、蓮沼村、松尾町及び横芝町　夷隈郡　安房郡　

東京都のうち 大島町　利島村　新島村　神津島村　三宅村　御蔵島村

徳島県のうち 那賀郡のうち鷲敷町、相生町、上那賀町、木沢村及び木頭村　海部郡

高知県のうち 高知市　安芸市　南国市　土佐市　須崎市　中村市　土佐清水市　香美郡　安芸郡のうち馬路村及び芸西村　幡多郡

のうち佐賀町及び大方町　吾川郡のうち春野町　高岡郡のうち中土佐町及び窪川町

鹿児島県のうち鹿児島市　鹿屋市　串木野市　垂水市　鹿児島郡のうち桜島町　肝属郡のうち串良町、東串良町、高山町、吾平町、

内之浦町及び大根占町　日置郡のうち市来町、東市来町、伊集院町、松元町、郡山町、日吉町及び吹上町

六 ４０ 高知県のうち 室戸市　安芸郡のうち東洋町、奈半利町、田野町、安田町及び北川村

鹿児島県のうち枕崎市　指宿市　加世田市　西之表市　揖宿郡　川辺郡　日置郡のうち金峰町　薩摩郡のうち里村、上甑村、下甑村

及び鹿島村　肝属郡のうち根占町、田代町及び佐多町

七 ４２ 東京都のうち 八丈町　青ヶ島村　小笠原村

鹿児島県のうち熊毛郡のうち中種子町及び南種子町

八 ４４ 鹿児島県のうち鹿児島郡のうち三島村　熊毛郡のうち上屋久町及び屋久町

九 ４６ 鹿児島県のうち名瀬市　鹿児島郡のうち十島村　大島郡

沖縄県

１１．その他　１１－１．桟瓦釘打ち基準（基準風速区分表－２）
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ハイパーアーム　

②
①

尻剣

○印を付けた部分のハイパーアームを折ります。

（２）差し替えるための準備

＜釘の取り除き方＞

桟瓦固定釘が残っているので

くか、釘切断機（クリッパー
等）で釘を切断してください。

※差し替え後の瓦は釘を打ちません。

　瓦用接着剤で固定します。

瓦用接着剤塗り位置

持ち上げる高さは30mmを目
安にし、ハンマーの下に瓦
の破片などを入れ、瓦の高
さを調整すると作業が楽に
なります。

※アンダーラップの下にはハ
　ンマーを入れないよう気を
　つけてください。
　アンダーラップ先端が欠け
　るおそれがあります。

瓦
用
接
着
剤

オーバーラップ

裏面

瓦
用
接
着
剤

瓦用接着剤

瓦
用
接
着
剤

差し替え瓦の

ハンマー等を用いてアンダ
ーラップを持ち上げるとハイ
パーアームは折れます。

ハイパーアームが折れ
隣接する瓦の

ないよう、注意しながら

差し替え瓦
※あまり急激に高く瓦をあげ
　ると上段の瓦のハイパーア
　ーム部が折れる可能性があ
　るため注意してください。

１１．その他　１１－２．破損時の瓦差し替え方法

破損時の瓦差し替え方法

（１）破損瓦の除去

破損瓦をハンマーにて破壊して取り除きます。

この際、桟瓦固定釘も取り除いてください。

（３）一段上の瓦の持ち上げ

破損瓦右上の瓦をハンマーにて持ち上げ、差

し替え瓦を入れやすくします。

（４）差し替え瓦の加工

①アンダーラップ側の尻剣を折ります。

②ハイパーアーム引っ掛け部分を除去します。

（７）差し替え瓦近辺の耐風処置

差し替え瓦の上部の瓦頭部裏側に瓦用接着剤

を塗り、下部の瓦と接着してください。

（８）完了

斜線部が瓦が差し替え瓦を示します。

○の場所は接着処理を行った所を示します。

（６）差し替え瓦の差し込み

差し替え瓦を斜めに傾け

ながらオーバーラップ側

から差し込みます。

オーバーラップ側の尻剣

が入ったら、差し替え瓦

のアンダーラップ側を持

ち上げながら差し込みま

す。

差し込む際、ハンマーの

尻部等で瓦の頭部を軽く

たたくと差し込み易くな

ります。

（５）差し替え瓦の固定、防水処理

差し替え瓦と右隣の瓦のアンダーラップ尻側

に瓦用接着剤を塗ってください。

桟瓦が破損した場合は、下記の要領で瓦を差し替えてください。

持ち上げてください。

上記図のように釘抜き等で抜
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